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令和 3年 2 月 1 日　第 164号 2

月12
定例会

補正予算・条例案補正予算・条例案にに
修正動議 修正動議 ２件２件をを可決可決

　

一
般
会
計
補
正
予
算
第

10
号
の
う
ち
、
市
所
有
の

「
し
ら
ふ
じ
」
を
活
用
予
定

の
事
業
者
に
対
す
る
補
助

金
計
１
８
２
万
円
を
削
減

す
る
修
正
案
が
予
算
決
算

特
別
委
員
会
で
提
出
さ
れ
、

賛
成
多
数
で
可
決
し
た
。

　

最
終
日
の
本
会
議
に
お

い
て
、
宮
本
泰
也
議
員
ほ

か
１
名
か
ら
提
出
さ
れ
た

修
正
案
は
、
採
決
の
結
果
、

賛
成
多
数
（
賛
成
11
人
・

反
対
４
人
・
退
席
２
人
・

欠
席
１
人
）
で
可
決
し
た
。

  

修
正
理
由  

①　

商
工
業
振
興
事
業
補

助
金
（
50
万
円
）
は
こ

れ
ま
で
各
種
団
体
が
住

民
と
一
体
と
な
り
、
町

中
に
回
遊
性
を
創
出
す

る
事
業
に
補
助
し
て
き

た
も
の
で
あ
り
、
該
当

補
助
団
体
の
活
動
は
未

知
数
で
市
民
に
広
く
認

知
さ
れ
て
い
な
い
中
で

は
時
期
尚
早
。

②　

市
所
有
の
建
物
「
し

ら
ふ
じ
」
に
、
わ
ざ
わ

ざ
店
等
開
設
支
援
事
業

補
助
金
（
１
３
２
万
円
）

を
交
付
す
る
こ
と
は
施

行
規
則
の
拡
大
解
釈
で

あ
り
、
趣
旨
に
も
反
し

て
い
る
。
ま
た
、
歴
史

的
建
造
物
を
活
か
し
た

ま
ち
づ
く
り
事
業
補
助

金
（
５
０
０
万
円
）
に

加
算
さ
れ
る
こ
と
と
な

り
、
明
確
な
区
分
が
な

く
認
め
ら
れ
な
い
。

③　

今
回
計
上
の
補
助
金

に
つ
い
て
は
、
具
体
的

な
設
計
図
書
や
活
用
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
示
し
て

お
ら
ず
、
特
定
団
体
に

対
し
て
市
の
補
助
金（
総

額
最
大
６
８
２
万
円
）

３
種
類
を
あ
て
る
こ
と

は
他
の
活
動
団
体
と
比

較
し
て
不
公
平
で
、
市

民
の
理
解
も
得
ら
れ
な

い
。

　

今
年
４
月
か
ら
笠
鉾
会

館
の
観
覧
料
を
現
在
の
無

料
か
ら
３
１
０
円
に
改
定

す
る
市
立
博
物
館
条
例
案

に
対
し
て
、
福
祉
環
境
委

員
会
で
２
０
０
円
と
す
る

修
正
案
が
宮
本
泰
也
議
員

か
ら
提
出
さ
れ
、
全
会
一

致
で
可
決
し
た
。　

（
※
詳
細
は
３
ペ
ー
ジ
）

　

そ
の
後
の
本
会
議
で
、

同
委
員
長
の
修
正
報
告
に

対
し
て
賛
成
多
数
（
賛
成

14
人･

反
対
３
人･

欠
席

１
人
）
で
可
決
し
た
。

  

修
正
理
由  

①　

博
物
館
の
観
覧
料
が

全
面
改
修
し
た
本
館
が

１
０
０
円
で
あ
る
の
に
、

今
ま
で
無
料
で
あ
り
、

部
分
改
修
し
た
分
館
が

３
１
０
円
で
は
高
す
ぎ

る
。
本
館
と
の
整
合
性
・

展
示
規
模
・
他
自
治
体

と
比
較
し
て
２
０
０
円

が
妥
当
。

②　

観
覧
料
２
０
０
円
を

Ｐ
Ｒ
し
、
直
営
に
ふ
さ

わ
し
い
市
民
サ
ー
ビ
ス

を
推
進
し
、
よ
り
良
い

博
物
館
に
し
て
多
く
の

人
に
来
館
し
て
い
た
だ

き
た
い
。

　

今
定
例
会
は
、
２
０
２
０
年
度
補
正
予
算
案
６
件
、
条
例
案
な
ど

46
件
に
つ
い
て
審
議
し
、
補
正
予
算
案
・
条
例
案
２
件
を
修
正
可
決
し
、

他
は
全
て
原
案
の
と
お
り
可
決
し
た
。

　

ま
た
、
意
見
書
２
件
を
可
決
・
１
件
を
否
決
と
し
た
。

「
し
ら
ふ
じ
」
活
用
事
業
に
対
す
る

「
し
ら
ふ
じ
」
活
用
事
業
に
対
す
る

補
助
金
を
削
減

補
助
金
を
削
減

笠
鉾
会
館
観
覧
料
３
１
０
円
の
条
例
案
を

笠
鉾
会
館
観
覧
料
３
１
０
円
の
条
例
案
を

２
０
０
円
と
す
る
修
正
可
決

２
０
０
円
と
す
る
修
正
可
決

修
正
案
に

原
案
に

堀
内　

章
一

Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｒ
Ａ
Ｆ
Ｕ
Ｊ
Ｉ

３
２
１
か
ら
の
申
請
は
い

ま
だ
に
提
出
さ
れ
て
い
な

い
。
さ
ま
ざ
ま
相
談
さ
れ

た
概
要
を
基
に
計
上
し
た

予
算
で
あ
り
、
理
事
者
側

か
ら
は
、
本
会
議
で
議
決

後
、
申
請
内
容
を
審
査
し

交
付
決
定
す
る
と
い
う
プ

ロ
セ
ス
を
明
確
に
述
べ
て

い
る
。
補
助
金
交
付
金
に

つ
い
て
、
審
査
・
精
査
も

さ
れ
て
い
な
い
こ
と
に
対

し
不
透
明
感
な
ど
生
じ
る

こ
と
は
な
い
。

　

し
ら
ふ
じ
を
中
心
に
、

ま
ち
づ
く
り
を
す
る
と
い

う
活
動
目
的
に
沿
っ
た
予

算
で
あ
り
、
修
正
案
に
反

対
し
原
案
に
賛
成
す
る
。

討
論

反
対

賛
成

議
案
審
議

一
般
質
問

議
会
報
告

審
査
結
果

分
科
会

委
員
会
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常
任
委
員
会
報
告

商
工
業
振
興
条
例
の
一
部

改
正

Ｑ　

改
正
は
、
イ
ン
タ
ー

周
辺
開
発
地
域
を
想
定
し

た
も
の
か
。

Ａ　

準
工
業
地
域
や
工
業

専
用
地
域
な
ど
の
工
業
地

市
営
住
宅
等
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正

Ｑ　

市
長
が
認
め
る
場
合

に
は
市
税
を
滞
納
し
て
い

て
も
、
入
居
を
認
め
る
と

の
こ
と
だ
が
、
分
納
誓
約

書
の
条
項
を
設
け
る
の
か
。

Ａ　

単
純
に
マ
ニ
ュ
ア
ル

化
す
る
と
画
一
的
な
対
応

と
な
る
。
事
案
ご
と
に
相

談
を
受
け
検
討
す
る
。

《
全
員
賛
成
で
可
決
》

市
立
博
物
館
条
例
の
一
部

改
正

Ｑ　

笠
鉾
会
館
の
観
覧
料

は
今
ま
で
無
料
だ
っ
た
の

に
３
１
０
円
と
す
る
の
か
。

Ａ　

今
後
２
・
３
階
の
展

示
を
、
学
芸
員
中
心
に
計

「
敵
基
地
攻
撃
能
力
」
の

保
有
に
反
対
し
平
和
外
交

の
推
進
を
求
め
る
請
願

討
議
要
旨　

○
今
は
、
国
会
の
適
切
な

法
手
続
き
を
踏
ま
な
い
で

平
和
憲
法
を
変
え
つ
つ
あ

る
。
平
和
憲
法
を
守
る
、

専
守
防
衛
に
徹
す
る
歯
止

め
を
持
つ
べ
き
。

○
他
国
か
ら
の
侵
略
や
略

奪
か
ら
い
か
に
免
れ
る
か
、

し
っ
か
り
考
え
る
べ
き
。

○
菅
首
相
は
、
内
容
を
踏

ま
え
て
議
論
を
進
め
る
と

述
べ
、
結
論
を
出
す
時
期

は
明
言
し
て
い
な
い
。
敵

基
地
攻
撃
能
力
保
持
あ
り

き
の
議
論
で
は
な
く
、
更

な
る
話
し
合
い
が
必
要
。

（
賛
成
討
論
）

○
最
も
大
切
な
の
は
主
権

が
国
に
あ
る
か
な
い
か
、

世
界
で
唯
一
の
被
爆
国
と

い
う
こ
と
も
考
え
、
趣
旨

に
賛
成
、
願
意
は
妥
当
。

画
し
て
い
る
。
笠
鉾
展
示

に
加
え
博
物
館
の
分
館
機

能
が
加
わ
り
料
金
設
定
し

た
も
の
。

Ｑ　

今
の
経
済
状
況
な
ど

考
慮
し
て
検
討
の
余
地
は
。

Ａ　

本
館
で
原
始
古
代
、

笠
鉾
分
館
で
中
世
か
ら
の

展
示
で
通
史
に
な
り
、
１

（
反
対
討
論
）

○
国
会
議
員
が
、
こ
れ
か

ら
真
剣
に
議
論
し
よ
う
と

し
て
お
り
、
決
議
を
し
よ

う
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。

○
前
政
権
で
具
体
的
な
方

針
を
示
さ
れ
て
い
な
い
中
、

時
期
尚
早
。

《
挙
手
少
数
で
不
採
択
》

市
職
員
の
特
殊
勤
務
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正

Ｑ

コ
ロ
ナ
関
連
の
救
急

搬
送
な
ど
危
険
な
業
務
を

行
う
に
は
、
特
殊
勤
務
手

当
だ
け
で
な
く
、
感
染
し

た
場
合
、
完
治
す
る
ま
で

の
治
療
に
も
備
え
る
べ
き

で
は
。

Ａ　

公
務
で
感
染
し
た
場

合
は
公
務
災
害
と
な
り
、

療
養
に
係
る
医
療
費
は
全

額
公
費
負
担
。

《
全
員
賛
成
で
可
決
》

笠
鉾
会
館
の
観
覧

料
を
減
額
修
正
し

可
決

福祉環境

委
員
長　
　

堀
内　

章
一

副
委
員
長　

久
保
田
克
彦

委
員　
　
　

牧　
　

重
信

宮
本　

泰
也　

酒
井　

和
裕

浅
井　

洋
子

域
、
ま
た
、
市
や
県
が
造

成
し
た
産
業
団
地
等
に
工

場
を
新
た
に
建
て
た
場
合

等
に
適
用
さ
れ
る
規
定
だ
。

　

イ
ン
タ
ー
周
辺
の
計
画

地
域
も
同
様
に
措
置
で
き

る
よ
う
改
正
。

《
全
員
賛
成
で
可
決
》

委
員
長　
　

岡
田　

宗
之

副
委
員
長　

水
越　

正
和

委
員　
　
　

荒
井　

一
彦

西
澤
え
み
子

竹
内　
　

勉

石
合　
　

敬

商
工
業
の
振
興
措
置
の

対
象
事
業
を
拡
大

経済建設

委
員
長　
　

荒
井　
　

敏

副
委
員
長　

古
家　

敏
男

委
員　
　
　

塩
﨑　

貞
夫

宮
坂　

成
一

霜
田　
　

剛

佐
藤
壽
三
郎

基
地
関
係
の
請
願
は

不
採
択

総務文教

つ
の
市
立
博
物
館
の
形
に

な
る
。
他
施
設
と
比
較
し
、

観
覧
料
を
設
定
し
た
も
の
。

《
全
会
一
致
で
継
続
審
査

と
決
し
た
が
、
散
会
後
、

理
事
者
か
ら
の
申
出
に
よ

り
同
日
委
員
会
を
開
会
》

Ｑ　

先
の
委
員
会
の
意
見

を
尊
重
す
る
も
の
と
理
解

す
る
。
本
館
１
０
０
円
と

同
額
と
、
２
０
０
円
の
２

案
が
あ
る
が
。

Ａ　

笠
鉾
で
は
、
中
世
か

ら
近
世
、
吉
向
焼
な
ど
幅

広
い
展
示
を
計
画
す
る
こ

と
か
ら
、
本
館
と
同
じ
で

な
く
検
討
し
て
ほ
し
い
。

《
常
設
観
覧
料
と
共
通
観

覧
料
を
２
０
０
円
と
す
る

修
正
案
を
全
員
賛
成
で
可

決
》

旧
上
高
井
郡
役
所
条
例
の

一
部
改
正

Ｑ　

１
階
が
利
用
で
き
な

い
と
高
齢
者
な
ど
不
便
に

な
る
と
思
う
が
。

Ａ　

２
階
へ
は
階
段
を
使

う
し
か
な
い
が
、
近
く
の

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
な
ど

融
通
し
て
利
用
い
た
だ
け

れ
ば
と
考
え
る
。

《
全
員
賛
成
で
可
決
》

日
滝
原
土
地
改
良
区

第
一
揚
水
機
場
災
害
復
旧

工
事
請
負
変
更
契
約

Ｑ　

約
３
７
０
０
万
円
の

減
額
だ
が
、
変
更
さ
れ
た

修
繕
等
の
詳
細
は

Ａ　

１
号
ポ
ン
プ
は
水
中

で
ゴ
ミ
を
取
る
ス
ト
レ
ー

ナ
ー
の
更
新
が
必
要
。

　

２
号
ポ
ン
プ
お
よ
び
３

号
ポ
ン
プ
に
つ
い
て
は
、

当
初
見
込
ん
で
い
た
分
解

整
備
の
必
要
が
な
く
、
精

査
の
結
果
減
額
と
な
っ
た
。

《
全
員
賛
成
で
可
決
》

委
員
会

一
般
質
問

議
案
審
議

分
科
会

審
査
結
果

議
会
報
告
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介
護
保
険
特
別
会
計

Ｑ　

保
険
者
機
能
強
化
推
進
交
付

金
が
、
前
年
よ
り
増
額
と
な
っ
た

理
由
は
。

Ａ　

市
町
村
の
取
り
組
み
が
評
価

さ
れ
、
今
年
度
か
ら
保
険
者
努
力

支
援
交
付
金
が
追
加
と
な
り
、
そ

の
分
が
増
額
に
な
っ
た
も
の
。

避
難
所
用
段
ボ
ー
ル
授
乳
室

Ｑ　

い
く
つ
購
入
す
る
の
か
。

Ａ　

15
セ
ッ
ト
。

Ｑ　

災
害
時
女
性
を
守
る
よ
う
な

活
用
は
で
き
る
か
。

Ａ　

１
ｍ
10
㎝
四
方
で
カ
ー
テ
ン

が
設
置
さ
れ
、
着
替
え
も
で
き
る

構
造
に
な
っ
て
い
る
。

共
同
生
活
援
助
支
援
サ
ー
ビ
ス
事

業Ｑ　

増
額
補
正
の
内
容
は
。

Ａ　

病
院
や
施
設
を
退
院
・
退
所

し
て
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
を
利
用
す

る
障
が
い
者
が
増
え
た
た
め
で
、

国
が
施
策
的
に
推
進
し
て
い
る
も

の
。

補
正
予
算
審
査

2 0 2 0
年 度

と
の
こ
と
だ
が
、
類
似
の
マ
ッ
プ

は
現
存
し
、
新
た
に
作
成
す
る
必

要
は
な
い
の
で
は
。

Ａ　

し
ら
ふ
じ
を
中
心
に
近
隣

エ
リ
ア
を
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
マ
ッ

プ
を
作
成
予
定
。

Ｑ　

講
演
会
の
内
容
・
予
算
は
。

Ａ　

東
京
や
京
都
で
地
域
融
合

型
の
宿
泊
施
設
機
能
を
活
用
経

営
し
て
い
る
講
師
を
招
き
、
謝

金
と
旅
費
（
39
万
円
）
で
開
催

予
定
。

わ
ざ
わ
ざ
店
等
開
設
支
援
事
業

補
助
金

Ｑ　

市
所
有
の
建
物
に
対
し
て

も
認
め
ら
れ
る
の
か
。

Ａ　

補
助
対
象
者
は
空
き
店
舗

信
州
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金

Ｑ　

寄
付
者
謝
礼
に
は
、
予
約
を

受
け
た
来
年
の
農
産
物
の
返
礼
品

の
発
送
経
費
も
含
ま
れ
て
い
る
の

か
。

Ａ　

予
約
を
受
け
た
返
礼
品
の
発

送
経
費
は
来
年
度
予
算
と
な
る
。

商
工
業
振
興
事
業
補
助
金

Ｑ　

し
ら
ふ
じ
の
賃
借
人
が
こ
の

補
助
金
で
案
内
マ
ッ
プ
の
作
成
と

講
演
会
の
開
催
を
企
画
し
て
い
る

の
所
有
者
お
よ
び
賃
借
人
に
対
し

て
で
あ
り
、
営
業
を
行
う
部
分
の

改
修
を
補
助
対
象
と
し
て
い
る
。

Ｑ　

補
正
予
算
計
上
し
た
額
は
Ｓ

Ｈ
Ｉ
Ｒ
Ａ
Ｆ
Ｕ
Ｊ
Ｉ
３
２
１
か
ら

の
申
請
を
所
管
課
で
審
査
し
て
算

出
し
た
の
か
。

Ａ　

申
請
は
受
理
し
て
い
な
い
が
、

相
談
さ
れ
た
概
要
を
基
に
予
算
計

上
し
た
。

Ｑ　

具
体
的
な
活
用
に
つ
い
て
の

図
面
や
設
計
が
無
い
ま
ま
予
算
計

上
し
て
よ
い
の
か
。

Ａ　

事
業
者
と
相
談
す
る
中
か
ら

概
算
額
に
基
づ
き
計
上
し
た
。

Ｑ　

５
０
０
万
円
の
歴
史
的
建
物

保
存
活
用
補
助
金
も
受
け
る
予
定

と
の
こ
と
だ
が
、
本
補
助
金
と
の

棲
み
分
け
は
。

Ａ　

歴
史
的
な
部
分
と
営
業
部
分

で
の
棲
み
分
け
は
ま
だ
決
ま
っ
て

い
な
い
。

地
域
振
興
・

商
工
業

文
化
財
・

ご
み
・
交
通

保
健
・
福
祉
・

介
護

１コマ型の段ボール授乳室ボ

発
掘
調
査
整
理
業
務
委
託
料

Ｑ　

減
額
内
容
は
。

Ａ　

創
成
高
校
エ
リ
ア
は
遺
跡
包

蔵
地
に
指
定
さ
れ
て
お
り
、
構
造

物
を
取
り
壊
し
て
剥
い
だ
と
こ
ろ
、

遺
跡
の
様
相
が
な
く
調
査
が
不
要

と
な
っ
た
も
の
。

ご
み
処
理
施
設
運
営
事
業

Ｑ　

ご
み
ピ
ッ
ト
内
の
残
留
物
集

積
委
託
料
と
は
。

Ａ　

ク
レ
ー
ン
で
処
理
で
き
な
か

っ
た
ピ
ッ
ト
内
残
留
物
の
引
上
げ

作
業
を
委
託
に
よ
り
行
っ
た
も
の
。

す
ざ
か
市
民
バ
ス
の
修
繕

Ｑ　

傷
み
が
酷
く
な
る
前
に
、
早

く
修
繕
で
き
な
か
っ
た
か
。

Ａ　

長
電
バ
ス
か
ら
申
し
出
が
あ

る
ま
で
把
握
し
て
い
な
か
っ
た
。

今
後
早
め
の
連
絡
を
お
願
い
し
た
。

一部修繕予定のすざか市民バス

旧ふれあい館しらふじを現地調査

。

分
科
会

議
会
報
告

審
査
結
果

委
員
会

議
案
審
議

一
般
質
問
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方
交
付
税
交
付
額
が
増
額
補

填
さ
れ
、
実
際
に
か
か
っ
た

経
費
が
減
っ
た
た
め
。

消
防
施
設
整
備
事
業

Ｑ　

手
数
料
と
設
計
監
理
委

託
料
、
機
械
器
具
置
場
を
予

定
す
る
消
防
団
６
分
団
２
部

の
所
在
は
ど
こ
か
。

Ａ　

塩
川
町
。

Ｑ　

他
に
も
こ
の
よ
う
な
事

例
は
あ
る
の
か
。

Ａ　

把
握
は
し
て
い
な
い
。

賦
課
徴
収
費

Ｑ　

委
託
料
２
件
の
補
正
が

あ
る
が
、
税
務
課
内
で
は
処

理
で
き
な
い
の
か
。

Ａ　

納
付
書
の
様
式
修
正
は
、

印
字
様
式
の
変
更
。
固
定
資

産
税
の
評
価
替
え
に
伴
う
補

正
は
、
国
で
奥
行
補
正
の
改

正
率
が
見
直
し
と
な
り
、
該

当
筆
数
が
７
千
筆
に
の
ぼ
る

た
め
ど
ち
ら
も
㈱
電
算
に
委

託
。

教
育
奨
励
費

Ｑ　

印
刷
製
本
費
の
詳
細
は
。

Ａ　

家
庭
学
習
の
手
引
き
を

全
児
童
生
徒
の
家
庭
へ
配
布
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

対
策
、
１
人
１
台
タ
ブ
レ
ッ

ト
端
末
の
導
入
等
で
変
化
が

予
想
さ
れ
、
そ
の
対
応
の
た

め
手
引
き
を
改
訂
す
る
。

　

ま
た
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
手
引
き

は
家
庭
学
習
で
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
を
使
う
機
会
や
、
調
べ

学
習
が
多
く
な
る
た
め
、
生

徒
が
自
分
た
ち
の
意
思
で
ル

ー
ル
を
作
り
、
使
っ
て
い
こ

う
と
い
う
意
味
合
い
も
含
め

改
訂
す
る
。

須
坂
支
援
学
校
受
託
負
担
金

過
納
額
返
還
金

Ｑ　

減
額
は
、
受
託
す
る
子

ど
も
の
数
が
減
っ
た
た
め
か
。

Ａ　

予
算
は
２
０
１
７
年
度

決
算
額
に
基
づ
き
算
定
。
精

算
は
、
２
０
１
９
年
度
の
決

算
額
。
人
件
費
の
減
少
、
基

準
財
政
需
要
額
の
増
加
で
地

基
本
構
想
審
査
特
別
委
員
会

教
育
・
消
防
・
税
金

つ
く
り
あ
げ
て
い
く
と
い

う
基
本
的
な
考
え
方
を
示

し
、
実
現
に
向
け
て
各
施

策
で
具
体
的
に
検
討
す
る
。

Ｑ　

基
本
構
想
・
基
本
計

画
・
実
施
計
画
・
総
合
戦

略
の
見
直
し
方
法
は
。

Ａ　

総
合
計
画
は
３
年
で

中
間
評
価
し
、
事
務
事
業

に
反
映
予
定
。
基
本
計
画

は
、
内
部
評
価
は
毎
年
、

外
部
評
価
は
３
年
後
に
市

民
へ
中
間
評
価
を
行
い
、

そ
の
上
で
後
期
基
本
計
画

策
定
前
に
５
年
間
の
総
括

評
価
を
す
る
予
定
。

要
望
事
項

　

総
合
計
画
に
位
置
付
け

さ
れ
て
い
な
い
事
業
が
、

実
施
計
画
で
い
き
な
り
出

て
く
る
こ
と
が
今
ま
で
に

多
々
見
ら
れ
た
。
何
の
為

の
総
合
計
画
な
の
か
重
要

性
が
問
わ
れ
る
。
実
施
計

画
策
定
時
に
は
第
六
次
総

合
計
画
に
基
づ
き
、
未
策

定
の
事
業
を
実
施
す
る
際

は
事
前
に
説
明
さ
れ
た
い
。

　

第
六
次
須
坂
市
総
合
計

画
（
２
０
２
１

－

２
０
３

０
）
の
基
本
構
想
策
定
に

際
し
、
９
月
定
例
会
で
の

委
員
会
設
置
以
降
、
12
月

定
例
会
の
議
案
審
査
を
含

め
延
べ
６
日
間
開
催
し
た
。

議
案(

第
71
号)

審
査

Ｑ　
「
４
者
共
創
に
よ
る

ま
ち
づ
く
り
」
の
、
そ
れ

ぞ
れ
の
強
み
を
発
揮
し
な

が
ら
切
磋
琢
磨
し
、
役
割

と
責
任
を
果
た
す
と
は
。

Ａ　

４
者
と
は
「
市
民
・

企
業･
活
動
団
体･

行
政
」

を
示
し
、
協
力
だ
け
で
な

く
、
そ
れ
ぞ
れ
が
各
分
野

で
切
磋
琢
磨
す
る
こ
と
で
、

ま
ち
づ
く
り
が
さ
ら
に
良

く
な
る
。
前
期
基
本
計
画

で
、
各
主
体
の
役
割
を
具

体
的
に
示
し
て
い
る
。

Ｑ　

活
動
団
体
に
は
様
々

な
団
体
が
あ
り
、
お
互
い

に
連
携
す
る
と
い
う
部
分

が
凄
く
曖
昧
だ
。

Ａ　

企
業
や
活
動
団
体
も

含
め
て
全
て
の
市
民
が
、

共
創
に
よ
り
良
い
ま
ち
を

請
願
・
陳
情
・
意
見
書

●
「
敵
基
地
攻
撃
能
力
」
の
保
有
に
反
対
し
平
和

外
交
の
推
進
を
も
と
め
る
請
願

　

請
願
者　

須
高
平
和
委
員
会

　
　
　
　
　
　

代
表　

 

小
林　

見
法 

ほ
か
８
名

　

紹
介
議
員　

竹
内　

勉　
　

佐
藤　

壽
三
郎

　

採
決
結
果　

不
採
択
と
し
、
同
意
見
書
を
否
決

●
安
全
・
安
心
の
医
療
・
介
護
の
実
現
と
国
民
の

い
の
ち
と
健
康
を
守
る
た
め
の
陳
情

　

陳
情
者　

地
域
医
療
と
公
立
・
公
的
病
院
を

守
る
長
野
県
連
絡
会

　

採
決
結
果　

趣
旨
了
承
（
福
祉
環
境
委
員
会
）

と
し
、
同
意
見
書
を
可
決

●
災
害
か
ら
の
復
旧
・
復
興
及
び
国
土
強
靭
化
等

に
向
け
た
社
会
資
本
整
備
の
促
進
を
求
め
る
意

見
書

　

採
決
結
果　

可
決

★
可
決
と
な
っ
た
意
見
書
は
国
会
や
関
係
機
関
へ

提
出
し
ま
し
た
。

①
米
国
際
戦
略
問
題
研
究
所
の
「
太
平
洋
の
盾

と
題
す
る
報
告
書
」
で
は
、
米
本
土
の
防
衛

で
あ
っ
て
日
本
防
衛
と
は
関
係
な
い
。

②
「
や
ら
れ
る
前
に
攻
撃
し
て
し
ま
え
」
は
先

制
攻
撃
に
な
る
。
憲
法
・
国
際
法
・
専
守
防

衛
に
反
す
る
。

③
莫
大
な
税
金
が
投
入
さ
れ
る
。
ス
テ
ル
ス
戦

闘
機
１
０
５
機
購
入
で
２
兆
５
千
億
円
等
。

中
期
防
衛
力
整
備
計
画
の
５
年
間
で
防
衛
費

27
兆
５
千
億
円
。
軍
備
拡
大
分
は
災
害
や
コ

ロ
ナ
対
策
に
使
う
べ
き
だ
。

④
尖
閣
諸
島
、
拉
致
問
題
、
ミ
サ
イ
ル
発
射
の

脅
威
等
は
外
交
で
解
決
す
べ
き
だ
。 竹

内　

勉

賛
成
討
論

分
科
会

審
査
結
果

一
般
質
問

議
案
審
議

議
会
報
告

委
員
会
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一 般 質 問 項 目

　

一
般
質
問
と
は
、
議
員
が
市
政
全
般
に
わ
た
り
、
市
の
考
え

を
問
う
も
の
で
す
。
本
定
例
会
で
は
、
12
月
１
日
か
ら
４
日
ま

で
の
４
日
間
行
わ
れ
、
17
人
の
議
員
が
質
問
し
ま
し
た
。

　

掲
載
は
質
問
順
と
し
て
い
ま
す
。

市
政
を
問
う

市
政
を
問
う

市
政
を
問
う

市
政
を
問
う

ズ
バ
リ
！

ズ
バ
リ
！

ズ
バ
リ
！

ズ
バ
リ
！

一般質問

宮坂　成一　……………………………
●  疾病予防   
●  水道事業   

宮本　泰也　……………………………
● コロナ禍における経済対策
● コロナ禍における施設運営等
● 街なかの環境整備等

酒井　和裕　……………………………
● 防災体制の充実
● 教育行政

岡田　宗之　……………………………
●  観光振興
●  防災

荒井　敏　………………………………
●  ふるさと納税
●  市庁舎整備事業
●  喫煙所問題
●  米子大瀑布観光

堀内　章一　……………………………
●  地方創生臨時交付金を活用した経
済対策

●  教育行政
●  全世代型社会保障の基盤

水越　正和　……………………………
●  コロナ不況対策として発行された
2種のプレミアム付商品券

●  しらふじの活用実績
●  須坂温泉の地方創生拠点整備交付
金による整備以降の事業実績

浅井　洋子　……………………………
●  安心・安全のまちづくり
●  みんなで協力する子育て環境
●  誰もが安心して暮らせるまちづく
り

荒井　一彦　……………………………
●  シルキービルの活用
●  「重伝建」選定の進捗状況

古家　敏男　……………………………
●  若者の生涯未婚率の上昇
●  特殊詐欺による被害の防止
●  学校教育
●  新型コロナウィルスに起因した雇
用問題

竹内　勉　………………………………
●  コロナ第３波、感染拡大防止、
命と健康をどう守るか

●  コロナ第３波、暮らしと営業を
守るため早急に補償の拡充を

佐藤　壽三郎　…………………………
●  いま 市民のためにやらねばなら
ぬこと

●  いま 市民の生命・財産を守るた
めに

●  いま コロナ感染の「第３波」に
打ち勝つため

●  須坂の子どもたちをどう護るか
●  移住等に関する相談と移住者

牧　重信　………………………………
●  須坂市の課題への一考察
●  ＳＤＧｓについて（持続可能な
開発目標）

●  自治体業務システム
●  財源の確保～歳入・歳出

石合　敬　………………………………
●  須坂市での混乱事業
●  新型コロナウイルス
●  コロナ禍における継続事業
●  須坂市職員のメンタルヘルス

西澤　えみ子　…………………………
●  農業の将来を大きく左右する種
苗法改正案

●  農業振興対策事業
●  地域おこし協力隊

久保田　克彦　…………………………
●  子育て支援センターの運営を直
営で～市は切れ目ない子育て支
援の責任を負っている～

●  コロナ禍で生活基盤の脆弱な家
庭をどう支えるか

●  子ども虐待の早期発見と予防

塩﨑　貞夫　……………………………
●  安全・安心のまちづくり、災害
防止の取組

●  次世代を担う子供たちを育てる
まちづくり

●  活力ある交流の場づくりで豊か
なまちづくり

審
査
結
果

一
般
質
問

議
会
報
告

審
査
結
果

分
科
会

委
員
会

議
案
審
議
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宮坂 成一 議員
令和３年度「須坂市健診申込みガイド」より抜粋

引き続き周知に努める
疾病予防について

問　

各
種
が
ん
検
診
の
、

受
診
率
が
低
い
の
は
。

健
康
福
祉
部
長　

国
が
推

奨
す
る
対
策
型
が
ん
検
診

の
胃
が
ん
、
大
腸
が
ん
、

肺
が
ん
、
乳
が
ん
、
子

宮
頸
が
ん
検
診
の
受
診

率
は
、
胃
が
ん
６・
９
％
、

大
腸
が
ん
14
・
８
％
、
肺

が
ん（
ら
せ
ん
Ｃ
Ｔ
検
診
）

13
・
４
％
、
乳
が
ん
（
マ

ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
28・３
％
・

超
音
波
17
・
８
％
）、
子
宮

頸
が
ん
17
・
０
％
で
あ
る
。

　

胃
が
ん
検
診
は
、
二
重

読
影
に
よ
る
対
策
型
検
診

と
し
て
は
県
内
初
の
導
入

で
、
２
０
１
９
年
度
は
、

胃
が
ん
が
６
人
で
、
内
５

人
は
早
期
が
ん
で
発
見
さ

れ
た
。
内
視
鏡
検
診
は
、

早
期
が
ん
を
発
見
し
や
す

く
、
患
者
の
身
体
・
精
神

的
負
担
も
少
な
く
、
根
治

す
る
確
率
も
高
い
と
言
わ

れ
、
須
高
医
師
会
・
信
州

医
療
セ
ン
タ
ー
の
ご
指
導

と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
取

り
組
み
を
進
め
て
い
る
。

　

受
診
率
が
低
い
要
因
は
、

最
初
に
検
診
を
受
け
る
き

っ
か
け
、
若
い
う
ち
か
ら

検
診
を
受
け
る
習
慣
が
な

い
こ
と
な
ど
が
考
え
ら
れ

る
。

水
道
事
業

問　

広
域
連
携
の
進
捗
状

況
は
。

水
道
局
長　

平
成
28
年
度

に
「
長
野
県
水
道
ビ
ジ
ョ

ン
」
が
策
定
さ
れ
た
。
経

営
基
盤
強
化
の
有
効
な
手

段
の
一
つ
と
し
て
、
広
域

連
携
を
推
進
す
る
こ
と
、

水
道
事
業
の
課
題
や
取
り

組
む
べ
き
方
策
を
共
有

し
、
圏
域(

地
域)

ご
と

の
検
討
会
を
設
置
し
、
平

成
29
年
度
に
「
長
野
圏
域

水
道
事
業
広
域
連
携
検
討

会
」
が
設
置
さ
れ
、
管
内

市
町
村
の
施
設
見
学
、
研

修
、
情
報
交
換
等
を
実
施
。

　

平
成
30
年
に
国
は
、
水

道
事
業
の
基
盤
強
化
を
目

的
と
し
、
広
域
連
携
の
推

進
等
を
含
め
水
道
法
の
改

正
を
行
い
、
水
道
法
第
２

条
の
２
第
２
項
で
は
「
都

道
府
県
は
、
そ
の
区
域
の

自
然
的
社
会
的
諸
条
件
に

応
じ
て
、
そ
の
区
域
内
に

お
け
る
市
町
村
の
区
域
を

超
え
た
広
域
的
な
水
道
事

業
者
等
の
間
の
連
携
等
の

推
進
そ
の
他
基
盤
の
強
化

に
関
す
る
施
策
を
策
定
し
、

実
施
す
る
よ
う
努
め
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。」
と
さ

れ
て
い
る
。

　

県
で
は
令
和
２
年
10
月
、

県
企
業
局
を
事
務
局
と
す

る
「
水
道
事
業
広
域
連
携

推
進
協
議
会
」
が
設
立
さ

れ
、
須
坂
市
も
参
画
を
し

た
。「
水
道
広
域
化
推
進

プ
ラ
ン
」
の
内
容
や
、
広

域
連
携
へ
の
動
き
に
注
視

し
て
い
き
た
い
。

がん検診・人間ドックを

受けて健康な毎日を過

ごそう

※一般質問は事務局職員
代読により行った
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宮本 泰也 議員

検証が必要なプレミアム付商品券

広
報
・
販
売
方
法
で
反
省

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
の
検
証
は

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
経
済

対
策
ウ
イ
ズ
コ
ロ
ナ
対
応

問　

ザ
カ
ス
札
は
な
ぜ
事

業
者
を
市
報
で
公
募
し
な

か
っ
た
の
か
。
な
ぜ
事
業

者
に
事
前
に
販
売
し
た
の

か
。
な
ぜ
市
報
に
掲
載
し

な
か
っ
た
の
か
。
そ
の
経

過
と
反
省
は

市
長　

委
託
先
の
須
坂
青

年
会
議
所
と
担
当
課
で
制

度
設
計
を
相
談
し
実
施
。

想
定
以
上
の
応
募
で
見
通

し
が
難
し
か
っ
た
。
反
省

し
お
詫
び
す
る
。

問　

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品

券
の
検
証
に
つ
い
て
９
月

市
報
の
告
知
と
異
な
り
10

月
市
報
で
は
１
日
か
ら
受

付
に
な
っ
た
。
行
政
で
１

番
大
事
な
公
平
性
・
公
正

性
が
著
し
く
損
な
わ
れ
て

い
る
。
経
過
と
反
省
は
。

市
長　

売
れ
残
り
の
な
い

よ
う
委
託
先
の
商
工
会
議

所
と
担
当
課
で
事
業
計
画

を
検
討
し
た
。
広
報
や
販

売
方
法
等
多
々
反
省
す
べ

き
点
が
あ
っ
た
。
お
詫
び

す
る
。

問　

な
ぜ
商
工
会
議
所
非

会
員
か
ら
負
担
金
を
取
る

差
を
つ
け
た
の
か
。
全
て

国
の
税
金
だ
。
会
議
所
は

金
を
出
し
て
い
な
い
。
市

は
知
っ
て
い
る
の
か
。

産
業
振
興
部
長　

承
知
し

て
い
な
い
。

問　

は
が
き
に
目
隠
し
シ

ー
ル
も
貼
っ
て
い
な
い
。

伊
那
市
で
は
抽
選
で
買
え

な
か
っ
た
市
民
に
追
加
発

行
を
行
う
が
市
の
考
え
は
。

市
長　

伊
那
市
の
例
は
承

知
し
て
い
な
い
。

問　

旧
ふ
れ
あ
い
館
し
ら

ふ
じ
の
開
業
は
。
今
議
会

計
上
の
開
業
準
備
補
助
金

50
万
円
と
わ
ざ
わ
ざ
店
１

３
２
万
円
は
何
の
た
め
か
。

副
市
長　

12
月
中
の
着
工
、

来
年
度
早
々
の
オ
ー
プ
ン

を
目
指
す
。
事
業
者
か
ら

相
談
が
あ
り
、
該
当
補
助

金
を
出
す
。
ま
た
、
歴
史

的
建
造
物
を
活
か
し
た
ま

ち
づ
く
り
事
業
補
助
金
も

内
部
改
修
に
出
す
。

問　

し
ら
ふ
じ
の
公
募
条

件
に
補
助
金
の
こ
と
は
記

載
さ
れ
て
い
な
い
。
外
れ

た
団
体
は
自
前
で
家
賃
を

払
っ
て
い
る
。
コ
ロ
ナ
禍

で
苦
労
し
て
い
る
他
業
者

と
の
公
平
性
に
欠
け
る
。

初
め
か
ら
「
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｒ
Ａ

Ｆ
Ｕ
Ｊ
Ｉ
３
２
１
」
あ
り

き
だ
。

ま
ち
づ
く
り
部
長　

提
案

書
に
補
助
金
の
活
用
が
記

載
さ
れ
て
い
る
。

問　

㈱
古
城
荘
へ
の
減
免

は
須
坂
温
泉
㈱
の
経
営
に

大
き
な
影
響
を
与
え
る
。。

副
市
長　

賃
貸
料
の
減
額

等
で
き
る
限
り
協
力
す
る
。

問　

市
か
ら
の
借
入
金
の

返
済
金
４
０
０
万
円
は
。

産
業
振
興
部
長　

返
済
し

て
い
た
だ
く
。

問　

コ
ロ
ナ
感
染
予
防
の

た
め
公
衆
ト
イ
レ
に
消
毒

液
の
設
置
は
。

副
市
長　

固
形
石
鹸
の
設

置
と
正
し
い
手
の
洗
い
方

の
啓
発
チ
ラ
シ
を
掲
示
。

公平・透明性に著しく

欠けるプレミアム付商

品券事業に市民は怒っ

ている。更なる検証を

審
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酒井 和裕 議員

台風19号災害の翌日の豊洲地域

河道掘削・堤防強化・遊水池整備
千曲川の洪水・氾濫対策は

問　

昨
年
の
台
風
を
踏
ま

え
、
千
曲
川
の
洪
水
、
氾

濫
対
策
の
進
捗
状
況
は
。

市
長　

流
域
内
の
関
係
機

関
が
連
携
し
、
ハ
ー
ド
的

な
対
策
と
し
て
河
道
掘
削
、

堤
防
強
化
、
遊
水
池
整
備

を
計
画
。
河
道
掘
削
は
立

ヶ
花
狭
窄
部
か
ら
村
山
橋

ま
で
及
び
飯
山
市
戸
狩
狭

窄
部
は
２
０
２
７
年
度
の

完
成
を
、
堤
防
強
化
は
立

ヶ
花
狭
窄
部
か
ら
村
山
橋

ま
で
の
区
間
が
２
０
２
４

年
の
完
成
、
遊
水
池
整
備

は
千
曲
市
・
中
野
市
・
飯

山
市
等
で
計
画
さ
れ
、
２

０
２
７
年
の
完
成
を
目
指

し
て
い
る
。

問　

須
坂
市
に
お
い
て
、

Ｍ
６
〜
７
ク
ラ
ス
の
地
震
、

ま
た
震
度
を
想
定
し
な
け

れ
ば
い
け
な
い
と
思
う
が
。

市
長　

須
坂
市
地
域
防
災

計
画
の
地
震
編
は
、
市
の

直
下
を
震
源
と
す
る
Ｍ
７

･

２
、
震
度
７
に
よ
る
被

害
を
想
定
し
、
市
民
の
生

命
、
身
体
及
び
財
産
を
地

震
災
害
か
ら
保
護
す
る
た

め
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
対
策

を
行
っ
て
い
る
。

問　

１
９
８
１
年(

昭

和
56
年)

の
新
耐
震
基

準
以
前
の
建
物

数
、
耐
震
の
一

般
診
断
、
精
密

診
断
を
受
け
た

方
の
状
況
、
ま

た
、
耐
震
補
強

さ
れ
た
状
況
は
。

市
長　

全
世
帯

数
約
２
万
世
帯

の
う
ち
新
耐
震

基
準
以
前
の
住

宅
は
推
計
６
７

３
０
件
、
簡
易
耐
震
診
断

は
２
３
２
９
件
、
精
密
診

断
は
２
３
１
件
、
耐
震
補

強
工
事
は
57
件
と
な
っ
て

い
る
。
今
後
も
引
き
続
き
、

広
報
誌
等
で
耐
震
改
修
の

促
進
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

問　

災
害
後
の
関
連
死
対

策
は
ど
う
す
る
の
か
。

市
長　

関
連
死
を
防
ぐ
に

は
、
避
難
所
で
の
ス
ト
レ

ス
軽
減
が
重
要
で
十
分
な

数
の
ト
イ
レ
確
保
や
温
か

い
食
事
提
供
、
簡
易
ベ
ッ

ト
導
入
、
エ
コ
ノ
ミ
ー
症

候
群
の
予
防
な
ど
保
健
所

等
と
連
携
し
、
検
診
や
注

意
喚
起
を
考
え
て
い
る
。

問　

地
震
、
集
中
豪
雨
に

よ
り
土
砂
災
害
、
が
け
崩

れ
の
発
生
す
る
箇
所
の
把

握
と
対
策
は
。

市
長　

須

坂
市
洪

水
・
土
砂

災
害
ハ
ザ

ー
ド
マ
ッ

プ
に
掲
載

し
、
危
険

箇
所
を
周

知
す
る
。

須
坂
建
設

事
務
所
等

と
土
砂
災

害
危
険
箇
所
を
点
検
し
、

優
先
度
の
高
い
箇
所
の
崩

壊
対
策
工
事
を
実
施
す
る
。

教
育
行
政

問　

学
習
指
導
員
等
の
継

続
は
可
能
か
。

教
育
長　

コ
ロ
ナ
禍
に
お

い
て
長
野
県
教
育
委
員
会

が
配
置
し
た
が
、
今
年
度

事
業
で
あ
り
、
財
源
の
確

保
が
で
き
な
け
れ
ば
、
継

続
は
難
し
い
。

問　

児
童
生
徒
が
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
陽
性
と
な

っ
た
場
合
、
ま
た
、
Ｐ
Ｃ

Ｒ
検
査
で
更
に
陽
性
者
が

出
た
場
合
の
学
校
対
応
は
。

教
育
長　

長
野
保
健
所
の

指
導
の
下
で
臨
時
休
業
等

学
校
、
保
健
所
、
市
教
委

と
連
携
し
て
い
く
。

災害対策、新型コロナウ

イルス対策の充実によ

り、穏やかな一年であり

ますように

審
査
結
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岡田 宗之 議員

リワイルド ニンジャ スノーハイランド
（峰の原高原スキー場）

県
文
化
財
指
定
の
祗
園
祭
の
支
援
は

県
よ
り
補
助
金
交
付
あ
り

問　

長
野
県
無
形
民
族
文

化
財
に
指
定
さ
れ
た
が
、

ど
の
よ
う
に
関
わ
っ
て
い

く
の
か
。

社
会
共
創
部
長　

今
ま
で

と
同
様
に
情
報
発
信
や
広

報
を
中
心
に
支
援
す
る
。

問　

修
理
や
補
助
等
ど
の

よ
う
な
支
援
が
で
き
る
の

か
。

社
会
共
創
部
長　

管
理
・

修
理
・
復
旧
・
公
開
・
保

存
及
び
活
用
に
要
す
る
経

費
に
補
助
金
交
付
さ
れ
る
。

問　

個
人
的
な
考
え
と
し

て
、
笠
鉾
を
引
か
れ
る
方

の
衣
装
を
祭
り
ら
し
く
統

一
す
る
か
、
も
し
く
は
白

や
黒
な
ど
色
を
統
一
す
る

こ
と
に
よ
り
、
一
層
格
調

高
い
祭
り
に
な
る
と
思
う

が
、
そ
の
場
合
の
衣
装
も

補
助
の
対
象
に
な
る
の
か
。

社
会
共
創
部
長　

今
ま
で

の
例
と
し
て
、
過
去
の
衣

装
の
資
料
が
あ
っ
て
、
そ

れ
と
同
じ
よ
う
な
衣
装
に

す
る
の
で
あ
れ
ば
対
象
に

な
る
。

観
光
振
興
に
つ
い
て

問　

令
和
２
年
12
月
に
峰

の
原
高
原
ス
キ
ー
場
が

「
リ
ワ
イ
ル
ド 

ニ
ン
ジ
ャ 

ス
ノ
ー
ハ
イ
ラ
ン
ド
」
と

し
て
オ
ー
プ
ン
し
た
が
、

ど
の
よ
う
な
コ
ン
セ
プ
ト

か
。

産
業
振
興
部
長　
「
雪
山

エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
」

を
コ
ン
セ
プ
ト
に
ゲ
レ
ン

デ
＝
滑
る
に
留
ま
ら
ず
、

ワ
ク
ワ
ク
感
と
雪
遊
び
の

楽
し
さ
を
提
供
す
る
。
ま

た
、
冬
季
営
業
だ
け
で
な

く
キ
ャ
ン
プ
な
ど
ア
ウ
ト

ド
ア
事
業
全
般
で
年
間
を

通
じ
て
利
活
用
し
て
い
く
。

問　

具
体
的
に
ど
の
よ
う

な
も
の
が
あ
る
の
か
。

産
業
振
興
部
長　

ア
イ
ス

ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
や
人
間
カ

ー
リ
ン
グ
、
夏
季
も
通
じ

て
バ
ギ
ー
バ
ン
ジ
ー
ジ
ャ

ン
プ
や
エ
ア
ー
ジ
ャ
ン
プ

な
ど
計
画
さ
れ
て
い
る
。

問　

市
内
小
学
校
の
ス
キ

ー
教
室
の
開
催
場
所
は
。

教
育
次
長　

昨
年
同
様
、

本
年
も
他
の
ス
キ
ー
場
を

予
定
し
て
い
た
が
、
峰
の

原
で
開
催
で
き
る
か
各
校

で
検
討
し
て
い
る
。

防
災
に
つ
い
て

問　

個
別
計
画
が
法
定
計

画
へ
と
格
上
げ
さ
れ
る
が
、

作
成
は
。

健
康
福
祉
部
長　

要
配
慮

者
台
帳
を
作
成
し
て
い
る

が
、
内
容
が
ほ
と
ん
ど
変

わ
ら
な
い
た
め
、
要
配
慮

者
台
帳
を
個
別
計
画
と
し

て
位
置
づ
け
る
。

問　

北
相
之
島
地
区
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
タ
イ
ム
ラ
イ

ン
と
は
。

令和になり大変なこと

が続きましたが、令和

３年は平和で明るい年

になりますように

総
務
部
長　

い
つ
・
誰
が
・

何
を
す
る
の
か
計
画
す
る

が
、
関
係
者
と
市
職
員
が

策
定
す
る
。

問　

他
の
浸
水
予
想
地
域

の
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
作
成
は
。

総
務
部
長　

職
員
が
今
回

得
た
ノ
ウ
ハ
ウ
を
も
と
に

希
望
す
る
地
域
が
あ
れ
ば

作
成
し
て
い
く
。

問　

防
災
や
減
災
活
動
の

リ
ー
ダ
ー
で
あ
る
防
災
士

を
職
員
や
消
防
団
経
験
者

を
は
じ
め
市
民
の
方
に
取

得
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

総
務
部
長　

職
員
が
積
極

的
に
取
得
し
て
も
ら
う
よ

う
Ｐ
Ｒ
を
す
る
。
ま
た
、

市
民
の
方
の
資
格
取
得
へ

の
助
成
に
つ
い
て
は
検
討

し
て
い
く
。

審
査
結
果

一
般
質
問

議
会
報
告

審
査
結
果

分
科
会

委
員
会

議
案
審
議
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荒井　敏 議員

民間が整備するなら市も協力

米子大瀑布にロープウェイ導入を

問　

昨
年
の
台
風
災
害
で

米
子
大
瀑
布
へ
の
米
子
不

動
線
が
２
カ
所
で
大
き
く

被
災
し
た
。
損
傷
し
た
道

路
は
広
範
囲
で
の
地
滑
り

と
思
わ
れ
、
全
線
開
通
は

数
年
後
に
な
る
見
込
み
。

名
勝
指
定
の
米
子
瀑
布
や

紅
葉
を
見
に
行
け
な
い
。

　

狭
い
駐
車
場
問
題
も
あ

り
、
紅
葉
シ
ー
ズ
ン
に
は

大
赤
字
で
シ
ャ
ト
ル
バ
ス

送
迎
を
し
て
い
る
。

　

費
用
は
そ
れ
な
り
に
か

か
る
が
、
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ

や
ゴ
ン
ド
ラ
の
導
入
を
検

討
す
べ
き
で
は
。

産
業
振
興
部
長　

ロ
ー
プ

ウ
ェ
イ
や
ゴ
ン
ド
ラ
の

整
備
に
は
多
額
の
事
業

費
が
必
要

で
、
多
大

な
維
持
経

費
も
か
か

る
。
米
子

大
瀑
布
観

光
は
冬
季

の
利
用
が

見
込
め
ず

採
算
確
保

が
困
難
だ
。

市
で
整
備

す
る
こ
と

は
考
え
て

い
な
い
。
民
間
業
者
が
整

備
す
る
の
で
あ
れ
ば
協
力

す
る
。

市
庁
舎
整
備
事
業

問　

市
庁
舎
の
整
備
計
画

で
は
、
２
０
４
４
年
に
新

庁
舎
竣
工
と
な
っ
て
い
る
。

本
庁
舎
と
東
庁
舎
に
は
段

差
が
あ
り
、
東
庁
舎
に
は

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
も
無
い
。

体
の
不
自
由
な
方
が
自
力

で
議
会
を
傍
聴
し
た
く
て

も
無
理
な
状
態
だ
。
改
修

費
を
最
小
限
に
抑
え
、
早

期
の
改
築
を
目
指
す
べ
き

だ
。

副
市
長　

市
庁
舎
建
替
え

に
は
国
の
補
助
金
が
無
く
、

基
金
の
積
み
立
て
が
必
要
。

今
あ
る
施
設
を
大
切
に
使

っ
て
い
く
。

大失態の、２つのプレ

ミアム付商品券事業、

市長はどのように責任

を取るのか

ふ
る
さ
と
納
税
の
収
支

問　

昨
年
の
ふ
る
さ
と
納

税
の
収
支
状
況
は
。

総
務
部
長　

総
額
13
億
７

６
０
０
万
円
の
寄
附
を
い

た
だ
い
た
。
須
坂
市
民
の

他
の
自
治
体
へ
の
寄
附
額

は
１
億
８
４
０
万
円
。

問　

逆
に
須
坂
市
民
が
他

の
自
治
体
へ
寄
附
を
す
る

こ
と
に
よ
り
住
民
税
の
減

少
額
は
い
く
ら
か
。

総
務
部
長　

寄
附
に
伴
う

市
民
税
減
収
分
は
４
２
８

０
万
円
で
あ
る
。

意
見　

配
送
料
、
管
理
委

託
料
等
の
割
合
が
低
く
抑

え
ら
れ
た
こ
と
に
よ
り
、

経
費
率
が
下
が
り
、
収
益

が
大
幅
に
増
え
た
。
担
当

者
の
努
力
を
称
賛
し
ま
す
。

大きく崩れ、修復に数年かかる米子不動線

「ふるさと応援寄附金」寄附額と経費内訳
（単位：万円）

寄附額 返礼品
調達額 配送費 寄附サイト

費用
管　理
委託料

決　済
手数料

経費
合計

収支
利益

他の自治体
への寄附額

市　税
減収分

2018年
（確定額）

47,762 13,945 4,572 3,890 5,655 199 28,261 19,501 
5,400 2,300寄附額に

対する割合 29.2% 9.6% 8.1% 11.8% 0.4% 59.2% 40.8%

2019年
（確定額）

135,000 37,320 9,000 12,680 10,640 3,030 72,670 64,930 
10,840 4,280寄附額に

対する割合 27.1% 6.5% 9.2% 7.7% 2.2% 52.8% 47.2%

審
査
結
果

一
般
質
問

議
案
審
議

委
員
会

分
科
会

審
査
結
果

議
会
報
告
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堀内 章一 議員

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
の
市
民
周
知
は

広
報
や
販
売
方
法
に
多
々
反
省
点

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
の

検
証

問　

ど
の
よ
う
な
認
識
で

制
度
設
計
し
た
の
か
。

市
長　

こ
れ
ま
で
に
実
施

し
た
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品

券
事
業
の
実
績
な
ど
を
参

考
に
、
制
度
設
計
を
検
討

し
た
。
大
勢
の
市
民
が
購

入
で
き
な
か
っ
た
こ
と
は
、

見
通
し
が
難
し
か
っ
た
面

が
あ
る
。

問　

市
民
周
知
は
十
分
に

で
き
た
の
か
。

市
長　

新
聞
の
折
り
込
み

チ
ラ
シ
等
で
周
知
に
努
め

た
が
、
不
公
平
と
感
じ
た

な
ど
の
意
見
も
い
た
だ
い

た
。
広
報
や
販
売
方
法
に

多
々
反
省
す
べ
き
点
が
あ

っ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
お

詫
び
申
し
上
げ
る
。

問　

制
度
設
計
し
た
関
係

者
は
、
確
実
な
当
選
機
会

を
得
ら
れ
る
の
で
は
な
い

か
と
い
う
疑
念
を
払
し
ょ

く
で
き
る
の
か
。

市
長　

地
方
公
務
員
法
第

33
条
に
基
づ
き
法
令
を
遵

守
し
業
務
に
あ
た
っ
て
い

る
。
事
前
の
情
報
提
供
等

に
よ
り
関
係
す
る
者
の
家

族
等
が
有
利
に
な
っ
た
と

い
う
事
実
は
な
い
。

幼
児
教
育
保
育
無
償
化
後

の
課
題

問　

利
用
者
や
事
業
者
か

ら
寄
せ
ら
れ
た
課
題
は
。

教
育
次
長　

利
用
者
団
体

か
ら
は
、「
無
償
化
に
よ

り
金
銭
的
負
担
の
軽
減
、

子
ど
も
と
過
ご
せ
る
時
間

が
増
え
た
」
と
い
う
肯
定

的
な
意
見
が
多
く
寄
せ
ら

れ
た
。
ま
た
一
方
で
、
施

設
や
市
に
お
け
る
事
務
量

は
確
実
に
増
加
し
た
。

問　

保
育
現
場
の
人
材
確

保
・
質
の
向
上
は
で
き
た

の
か
。

教
育
次
長　

ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
で
の
求
人
な
ど
あ
ら
ゆ

る
機
会
を
活
用
し
て
、
保

育
士
確
保
に
努
め
、
各
種

研
修
会
へ
の
参
加
や
充
実

に
よ
り
保
育
士
の
質
の
向

上
に
努
め
て
い
く
。

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
支
援

問　

｢

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー｣

と
は
、
要
介
護
状
態
の
家

族
の
た
め
に
大
人
が
担
う

よ
う
な
ケ
ア
の
責
任
を
引

き
受
け
、
家
事
や
家
族
の

世
話
等
を
行
っ
て
い
る
子

ど
も
や
若
者
だ
が
、
実
態

把
握
は
し
て
い
る
の
か
。

教
育
次
長　

児
童
が
在
籍

し
て
い
る
学
校
等
と
連
携

し
、
出
欠
状
況
や
家
族
全

体
の
状
況
等
の
情
報
を
共

有
し
て
い
る
。
育
ち
や
教

育
に
影
響
を
及
ぼ
す
よ
う

周りの大人たちが、ヤ

ングケアラーの存在に

早く気づき、対応する

ことが求められます

な
家
族
の
介
護
や
世
話
を

す
る
ケ
ー
ス
は
な
い
。

ヤングケアラーの類型事例

審
査
結
果

一
般
質
問

議
会
報
告

審
査
結
果

分
科
会

委
員
会

議
案
審
議
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水越 正和 議員 物置と化した農家チャレンジショップ

見通しとして厳しい
農家チャレンジショップの再開は

問　

須
坂
温
泉
に
お
け
る

地
方
創
生
拠
点
整
備
交
付

金
に
よ
る
健
康
長
寿
食
開

発
は
ど
の
程
度
進
ん
だ
か
。

産
業
振
興
部
長　

昨
年
の

東
日
本
台
風
や
今
年
の
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
関
係
で

目
標
通
り
の
成
果
が
得
ら

れ
て
い
な
い
。
考
案
し
た

メ
ニ
ュ
ー
と
し
て
は
、
地

元
の
味
噌
を
使
っ
た
味
噌

ラ
ー
メ
ン
、
野
菜
た
っ
ぷ

り
タ
ン
メ
ン
、
鍋
焼
き
う

ど
ん
、
２
つ
の
ラ
ン
チ
メ

ニ
ュ
ー
等
が
あ
る
。
今
後

グ
ー
ラ
イ
ト
の
映
像
を
通

じ
て
、
効
能
や
レ
シ
ピ
等

を
公
開
す
る
。

問　

農
家
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ

ョ
ッ
プ
は
、
１
年
も
経
た

ず
に
使
用
を
中
止
し
、
そ

こ
に
並
べ
ら
れ
る
べ
き
商

品
が
、
現
在
フ
ロ
ン
ト
前

の
ロ
ビ
ー
一
角
に
並
べ
ら

れ
て
い
る
。
再
開
は
い
つ

に
な
る
の
か
。

産
業
振
興
部
長　

再
開
に

つ
い
て
は
検
討
し
た
い
が

見
通
し
と
し
て
は
厳
し
い
。

問　

チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ

プ
は
農
家
が
地
元
の
農
産

物
を
使
っ
て
開
発
し
た
加

工
商
品
や
新
品
種
の
農
産

物
等
を
試
験
的
に
販
売
す

る
と
し
て
い
る
が
、
ど
の

よ
う
な
商
品
を
取
り
扱
っ

た
の
か
。

産
業
振
興
部
長　

新
品
種

農
産
物
と
し
て
ソ
ル
ガ
ム

の
栽
培
や
そ
の
加
工
品
の

販
売
、
ド
ラ
イ
フ
ル
ー
ツ
、

ジ
ュ
ー
ス
、
ハ
ン
ド
メ
イ

ド
製
品
、
ス
ム
ー
ジ
ー
ド

レ
ッ
シ
ン
グ
等
を
取
り
扱

っ
て
い
る
。

問　

ロ
ー
タ
リ
ー
に
あ
る

松
等
の
手
入
れ
が
十
分
に

行
わ
れ
て
い
な
い
よ
う
に

見
え
る
が
、
㈱
古
城
荘
と

の
賃
貸
借
契
約
の
中
で
庭

の
維
持
管
理
は
ど
の
よ
う

に
な
っ
て
い
る
の
か
。

産
業
振
興
部
長　

庭
は
借

主
が
手
入
れ
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
る
。
現
状
は
、

地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
と

地
域
住
民
で
組
織
さ
れ
た

「
大
谷
町
花
の
会
」
の
協

力
で
維
持
管
理
を
行
っ
て

い
る
。

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券

問　

申
し
込
み
先
が
長
野

中
央
郵
便
局
留
に
な
っ
た

理
由
は
。

産
業
振
興
部
長　

受
託
し

た
須
坂
商
工
会
議
所
が
㈱

日
本
旅
行
長
野
支
店
に
申

し
込
み
受
付
業
務
を
再
委

託
し
た
た
め
。

問　

券
購
入
に
際
し
不
平

等
が
発
生
し
た
が
本
事
業

を
ど
う
評
価
す
る
の
か
。

産
業
振
興
部
長　

今
回
、

こ
こ
ま
で
多
く
の
申
し
込

み
が
あ
る
と
は
想
定
し
て

い
な
か
っ
た
。
反
省
点
を

確
認
し
今
後
の
事
業
に
生

か
し
て
い
き
た
い
。

市
長　

一
切
の
責
任
は
私

に
あ
る
。

補助金、交付金ありき
の事業は無駄遣いにな
りかねない

審
査
結
果

一
般
質
問

議
案
審
議

委
員
会

分
科
会

審
査
結
果

議
会
報
告
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浅井 洋子 議員

もう一度見直そうもう 度見直そう

冬の間の湿度・換気が大事冬の間の湿度 換気が大事

県
か
ら
の
情
報
を
発
信
し
て
い
く

エ
ビ
デ
ン
ス
を
示
し
て
の
情
報
が
大
事

問　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
を
発
症
し
、
症
状
が
無

く
な
っ
て
10
日
間
で
退
院

と
な
る
。
今
ま
で
の
よ
う

に
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
２
度
も

し
て
陰
性
に
な
ら
な
く
て

も
、
感
染
さ
せ
る
心
配
が

無
い
の
で
、
症
状
が
無
け

れ
ば
退
院
。
感
染
さ
せ

な
い
こ
と
が
一
番
大
事
。

人
々
の
不
安
や
閉
塞
感
が

意
味
も
な
い
憶
測
か
ら
、

差
別
や
偏
見
に
繋
が
る
。

　

エ
ビ
デ
ン
ス
を
示
し
正

し
い
情
報
発
信
が
大
事
。

そ
の
上
で
、
ひ
ぼ
う
中
傷

は
止
め
る
よ
う
呼
び
か
け

て
ほ
し
い
。

健
康
福
祉
部
長　

県
か
ら

の
情
報
が
一
番
正
し
い
と

思
う
。
連
絡
を
密
に
し
、

情
報
発
信
し
て
い
く
。

問　

医
療
体
制
へ
の
負
担

を
増
大
さ
せ
な
い
た
め
、

感
染
す
る
と
重
症
化
し
や

す
い
高
齢
者
へ
の
感
染
を

未
然
に
防
ぐ
必
要
が
あ
る
。

　

高
齢
者
施
設
で
は
、
施

設
内
感
染
を

防
ぎ
、
職
員

が
安
心
し
て

業
務
に
従
事

で
き
る
よ
う
、

福
祉
サ
ー
ビ

ス
を
止
め
な

い
環
境
整
備

が
求
め
ら
れ

る
。
そ
の
た
め
、
高
齢
者

施
設
で
の
検
査
は
重
要
で
、

意
味
が
あ
る
。

　

県
市
長
会
で
、
検
査
が

必
要
に
な
っ
た
時
、
早
急

に
対
応
が
で
き
、
検
査
コ

ス
ト
を
安
く
抑
え
、
判
定

結
果
を
迅
速
に
出
せ
る
体

制
準
備
を
進
め
る
。

　

官
民
が
一
体
と
な
り
協

力
が
で
き
る
よ
う
提
言
を

し
て
ほ
し
い
。

市
長　

大
事
な
こ
と
な
の

で
発
言
し
て
い
き
た
い
。

シ
ル
キ
ー
ビ
ル
の

子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
駐
車
場
は

問　

駐
車
場
問
題

は
ど
の
よ
う
に
解

決
し
た
の
か
。
安

全
に
親
子
が
利
用

で
き
る
場
所
は
見

つ
か
っ
た
か
。

教
育
次
長　

長
電

パ
ー
キ
ン
グ
・
シ

ル
キ
ー
ビ
ル
側
に

専
用
の
駐
車
ス
ペ
ー
ス
を

設
け
る
ほ
か
、
イ
オ
ン
須

坂
店
駐
車
場
・
か
な
め
町

通
り
沿
い
に
も
新
た
な
駐

車
場
を
確
保
す
る
。

問　

駐
車
場
は
何
台
く
ら

い
を
見
込
ん
だ
の
か
。

教
育
次
長　

長
電
パ
ー
キ

ン
グ
に
10
台
、
か
な
め
町

に
７
〜
８
台
を
確
保
。
ま

た
、
職
員
駐
車
場
は
利
用

者
駐
車
場
以
外
に
考
え
て

い
る
。

災
害
時
要
配
慮
者
と
支
援

者
の
課
題
は

問　

地
域
見
守
り
安
心
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
は
町
に
よ
っ

て
温
度
差
が
あ
る
よ
う
だ

が
、
そ
の
課
題
は
。

総
務
部
長　

毎
年
２
月
に
、

情
報
更
新
を
行
う
た
め
に

全
町
を
対
象
に
説
明
会
を

開
催
。
災
害
リ
ス
ク
が
高

い
地
域
を
中
心
に
課
題
解

決
を
図
る
。

現場の声を拾い上げ、

政策に活かすのは行政

の仕事。しっかりと確

認し良い仕事を

審
査
結
果

一
般
質
問

議
会
報
告

審
査
結
果

分
科
会

委
員
会

議
案
審
議
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荒井 一彦 議員

須坂市産官共創事業で実施

シルキー1階の子育て支援センターは

シ
ル
キ
ー
ビ
ル
１
階
の
活

用問　

㈱
グ
ー
ラ
イ
ト
か
ら

提
案
書
を
受
領
後
の
進
捗

状
況
は
。

副
市
長　

市
の
要
望
を
踏

ま
え
た
提
案
書
で
、
須
坂

市
産
官
共
創
事
業
実
施
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
に
基
づ
き
、

市
の
課
題
を
解
決
で
き
る

と
判
断
し
９
月
30
日
付
で

採
択
し
た
。
現
在
、
提
案

内
容
を
実
現
す
べ
く
、
両

者
で
協
議
検
討
中
で
あ
る
。

問　

現
段
階
で
計
画
し
て

い
る
施
設
の
概
要
は
。

副
市
長　

子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
・
就
労
支
援
機
能

と
託
児
機
能
・
会
議
室
を

備
え
た
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス

ペ
ー
ス
・
オ
ー
プ
ン
キ
ッ

チ
ン
・
オ
ー
プ
ン
ス
タ
ジ

オ
・
カ
フ
ェ
等
を
計
画
中
。

問　

財
源
の
地
方
創
生
拠

点
整
備
交
付
金
の
申
請
時

期
と
採
択
の
見
込
み
は
。

副
市
長　

令
和
３
年
中
の

申
請
予
定
で
、
去
る
10
月

に
内
閣
府
を
事
前
訪
問
し
、

事
業
内
容
を
し
っ
か
り
説

明
し
た
。
そ
の
後
も
随
時

相
談
中
で
、
採
択
の
可
能

性
が
高
い
と
考
え
て
い
る
。

問　

施
設
整
備
後
の
経
費

は
。

副
市
長　

地
方
創
生
推
進

交
付
金
を
活
用
予
定
。

問　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ

ー
利
用
者
か
ら
の
意
見
・

要
望
は
。

副
市
長　

移
転
に
関
し
、

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の

利
用
者
を
対
象
に
９
月
16

日
に
説
明
会
を
開
催
し
た
。

意
見
要
望
と
し
て
「
須
坂

駅
前
な
の
で
交
通
の
安
全

性
が
不
安
、
民
間
委
託
へ

の
不
安
、
現
在
の
子
育
て

支
援
セ
ン
タ
ー
を
残
し
て

ほ
し
い
等
が
あ
っ
た
。

問　

そ
の
対
処
は
。

副
市
長　

安
全
な
駐
車
場

の
整
備
、
市
と
の
連
携
や

サ
ー
ビ
ス
の
低
下
が
無
い

よ
う
に
進
め
る
、
現
在
の

建
物
は
０
〜
18
歳
ま
で
利

用
で
き
る
中
央
児
童
セ
ン

タ
ー
と
し
て
残
す
等
、
利

用
者
の
不
安
を
解
消
す
る

よ
う
に
努
力
す
る
。

重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保

存
地
区
の
選
定

問　

重
伝
建
の
保
存
は

社
会
共
創
部
長　

最
近
、

多
数
の
歴
史
的
な
建
物
が

取
り
壊
さ
れ
て
い
る
現
状

の
中
で
、
国
の
指
定
を
受

け
、
未
来
に
長
く
保
存
す

べ
く
、
地
区
の
皆
様
の
協

力
を
得
て
で
き
る
だ
け
早

期
に
指
定
を
実
現
し
た
い
。

問　

選
定
に
向
け
て
の
進

捗
状
況
は
。

社
会
共
創
部
長　

９
月
17

日
に
関
係
区
長
に
説
明
し
、

11
月
９
日
か
ら
20
日
ま
で

に
須
坂
地
区
11
町
区
の
全

戸
に
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
配

布
し
、
町
別
説
明
会
を
開

催
し
た
。
現
在
は
住
民
の

皆
さ
ま
に
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。

狭い子育て支援センタ
ーが広いシルキー１階
に移転され、子供や市
民が集う場所に

活用を待つシルキービルの１階

審
査
結
果

一
般
質
問

議
案
審
議

委
員
会

分
科
会

審
査
結
果

議
会
報
告



令和 3年 2 月 1 日　第 164号 16
（一般質問の記事と写真は、提出者の原稿のとおり掲載しています。）

古家 敏男 議員

特殊詐欺防止用カードケース

婚
活
支
援
へ
の
取
組
み
は

交
流
イ
ベ
ン
ト
３
事
業
を
計
画

問　

婚
活
に
は
「
世
話
や

き
さ
ん
の
役
目
」
が
重
要

だ
が
、
結
婚
相
談
員
は
ど

の
よ
う
な
フ
ォ
ロ
ー
を
し

て
い
る
の
か
。

総
務
部
長　

２
人
の
女
性

相
談
員
が
登
録
者
の
担
当

を
決
め
、
個
人
シ
ー
ト
の

記
入
、
第
一
印
象
を
良
く

す
る
髪
型
や
服
装
の
相
談
、

異
性
へ
の
接
し
方
の
助
言
、

マ
ッ
チ
ン
グ
、
お
見
合
い

で
の
立
ち
会
い
と
そ
の
後

の
フ
ォ
ロ
ー
を
し
て
い
る
。

問　

成
婚
率
を
上
げ
る
た

め
の
今
後
の
方
策
は
。

総
務
部
長　

39
歳
ま
で
の

若
者
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
絞

り
、
結
婚
相
談
所
の
運
営
、

自
己
の
魅
力
お
よ
び
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の

向
上
を
図
れ
る
講
座
、
交

流
イ
ベ
ン
ト
開
催
を
柱
に

展
開
し
た
い
。

特
殊
詐
欺
に
よ

る
被
害
の
防
止

問　

高
齢
者
の

被
害
を
防
ぐ
対

策
は
。

市
民
環
境
部
長

　

高
齢
者
見
守

り
用
の
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
配
布
や

高
齢
者
世
帯
訪

問
、
年
金
支
給

日
の
街
頭
啓
発

の
広
報
活
動
。
ま
た
、
啓

発
チ
ラ
シ
や
、
電
話
機
に

貼
っ
て
も
ら
う
ス
テ
ッ
カ

ー
を
、
須
高
３
市
町
村
の

高
齢
者
約
３
千
人
に
配
布

し
た
。

学
校
教
育

問　

中
学
校
の
部
活
動
の

現
状
は
。

教
育
長　

生
徒
数
の
減
少

に
よ
り
部
員
数
は
２
０
１

５
年
か
ら
５
年
間
で
１
９

０
人(

約
16
％)

の
減
少
、

部
活
の
数
も
47
か
ら
42
に

減
少
し
た
。
ま
た
、
部
活

動
顧
問
の
教
員
の
肉
体

的
・
心
理
的
負
担
が
大
き

く
、
長
時
間
勤
務
の
常
態

化
や
教
員
の
家
庭
生
活
の

犠
牲
の
上
に
成
り
立
っ
て

い
る
と
も
い
え
る
。

問　

部
活
動
指
導
員
の
現

状
は
。

教
育
長　

練
習
や
大
会
の

引
率
等
、
教
員
の
負
担
軽

減
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

毎
年
各
学
校
の
要
望
を
確

認
し
て
任
用
し
て
い
る
が
、

財
政
的
な
負
担
が
大
き
い

た
め
１
校
３
人
を
上
限
に

し
て
い
る
。

問　

今
後
の
部
活
動
の
方

向
性
は
。

教
育
長　

国
の
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
に
合
わ
せ
、
部
活
動

指
導
員
制
度
を
活
用
し
て
、

教
員
の
負
担
を
減
ら
し
た

い
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に

起
因
し
た
雇
用
問
題

問　

失
業
者
に
対
す
る
就

職
支
援
活
動
は
。

産
業
振
興
部
長　

ゆ
め
わ

ー
く
須
坂
で
、
失
業
さ
れ

た
方
に
対
し
て
、
新
た
な

就
職
先
の
相
談
等
に
応
じ

て
い
る
。
ま
た
、
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
須
坂
や
商
工
会
議

所
の
協
力
で
雇
用
調
整
助

成
金
の
申
請
手
続
き
の
説

明
会
や
個
別
相
談
会
を
実

施
し
た
。

問　

今
後
の
失
業
者
救
済

対
策
の
考
え
は
。

産
業
振
興
部
長　

コ
ロ
ナ

禍
で
影
響
が
長
引
き
、
既

存
の
制
度
で
は
対
応
で
き

な
い
状
況
に
な
っ
た
場
合
、

他
の
自
治
体
の
事
例
も
参

考
に
し
な
が
ら
、
新
た
な

支
援
策
を
検
討
し
た
い
。

新型コロナの感染拡大で
失業者が増え続けている。
新たな支援策を考えるべ
きでは

審
査
結
果

一
般
質
問

議
会
報
告

審
査
結
果

分
科
会

委
員
会

議
案
審
議
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竹内　勉 議員

感染防止でがんばりましょう

商業観光課・まいさぽ須坂に相談を
市独自の支援策を

コ
ロ
ナ
第
３
波
、
暮
ら
し

と
営
業
を
守
る
た
め
早
急

に
補
償
の
拡
充
を

問　

事
業
所
の
要
望
と
、

経
営
の
実
態
は
。

産
業
振
興
部
長　

経
営
を

維
持
す
る
特
例
の
支
援
策

と
幅
広
く
利
用
で
き
る
制

度
の
要
望
。
つ
な
ぎ
資
金

を
含
め
手
当
で
き
る
か
が

大
き
な
課
題
だ
。

問　

給
付
金
、
支
援
金
、

融
資
も
底
を
付
い
て
い
る
。

持
続
化
給
付
金
や
協
力
金

の
対
象
外
の
事
業
者
も
含

め
、
市
独
自
の
支
援
策
を
。

市
長　

困
っ
て
い
る
の
は

資
金
繰
り
だ
。
商
業
観
光

課
に
相
談
し
て
ほ
し
い
。

個
人
で
大
変
な
場
合
は
福

祉
課
、
社
会
福
祉
協
議
会
、

ま
い
さ
ぽ
須
坂
に
相
談
し

て
ほ
し
い
。
困
っ
て
い
る

人
に
具
体
的
な
対
策
を
や

る
こ
と
が
緊
急
だ
。

問　

４
回
分
の
請
求
か
ら

基
本
料
金
の
減
免
を
す
れ

ば
全
世
帯
１
万
円
の
給
付

に
な
る
。
水
道
事
業
会
計

の
現
金
預
金
の
１
割
を
使

え
ば
で
き
る
と
思
う
が
。

水
道
局
長　

水
道
料
金
の

減
免
は
今
の
と
こ
ろ
考
え

て
い
な
い
。

感
染
拡
大
防
止
、
命
と
健

康
を
ど
う
守
る
か

問　

高
齢
の
感
染
者
の
支

援
体
制
は
。

健
康
福
祉
部
長　

入
院
処

置
を
と
る
。

問　

65
歳
未
満
の
一
人
暮

ら
し
は
。

健
康
福
祉
部
長　

保
健
所

の
対
応
に
な
る
。

問　

濃
厚
接
触
者
の
家
族
、

知
人
へ
の
対
応
は
。

健
康
福
祉
部
長　

保
健
所

で
判
断
す
る
。
濃
厚
接
触

者
の
規
定
は
、
マ
ス
ク
無

し
の
感
染
者
と
15
分
以

上
・
１
ｍ
以
内
で
接
触
、

感
染
者
と
同
居
で
長
時
間

接
触
、
感
染
者
の
唾
液
・

尿
等
に
接
触
し
た
人
と
あ

る
。
マ
ス
ク
と
手
洗
い
が

大
事
。

問　

学
校
で
感
染
者
・
濃

厚
接
触
者
が
出
た
時
は
。

教
育
次
長　

感
染
者
と
濃

厚
接
触
者
は
出
席
停
止
。

保
健
所
に
教
員
、
生
徒
の

行
動
の
情
報
を
提
供
す
る
。

全
学
校
に
周
知
す
る
。

問　

全
国
市
長
会
決
議
で
、

「
適
切
な
情
報
提
供
、
十

分
な
広
報
・
啓
発
」
と
あ

る
が
。

市
長　

情
報
の

提
供
が
不
十
分

だ
と
い
う
こ
と

で
国
に
要
望
。

さ
ら
に
工
夫
し

て
市
民
に
情
報

提
供
す
る
。

問　

タ
ー
ゲ
ッ

ト
を
絞
っ
た
Ｐ

Ｃ
Ｒ
検
査
を
。

市
長　

希
望
者

に
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査

を
行
う
と
、
必

要
な
人
の
検
査

が
で
き
な
い
。

医
療
体
制
の
崩

壊
に
な
る
。

国民の総資産 1,900 兆
円で一世帯 3,200 万円
になる。そんな資産ど
こにあるの？

審
査
結
果

一
般
質
問

議
案
審
議

委
員
会

分
科
会

審
査
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果
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佐藤 壽三郎 議員

 森上小学校全景
(市学校教育課提供 )

移
住
希
望
者
が
抱
く
須
坂
の
魅
力
と
は

保
育
園
や
小
学
校
が
多
い

総
務
部
長　

須
坂
市
へ
の

移
住
希
望
要
因
と
し
て
語

ら
れ
る
主
な
も
の
は
、
前

述
の
外
に
「
町
全
体
が
と

て
も
き
れ
い
で
コ
ン
パ
ク

ト
に
ま
と
ま
っ
て
い
る
」

「
医
療
機
関
や
ス
ー
パ
ー

が
充
実
し
て
い
る
」「
想

像
し
て
い
た
よ
り
も
雪
が

少
な
く
安
心
し
た
」「
高

校
が
３
校
も
あ
る
」
な
ど
、

生
活
環
境
や
子
育
て
環
境

に
魅
力
を
感
じ
て
い
る
。

須
坂
の
子
ど
も
達
を

　
　
　
　
　

ど
う
護
る
か

問　

い
じ
め
認
知
件
数
増

の
要
因
は
。

教
育
長　

令
和
元
年
度
、

市
が
文
部
科
学
省
に
報
告

し
た
い
じ
め
の
認
知
件
数

は
、
小
学
校
１
４
７
件
、

中
学
校
58
件
で
、
平
成
30

年
度
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
増
加

し
て
い
る
。

　

い
じ
め
の
認
知
に
つ
い

て
は
、
ご
く
初
期
の
段
階

の
い
じ
め
を
積
極
的
に
認

知
し
、
そ
れ
を
き
っ
か
け

と
し
て
、
児
童
生
徒
が
人

権
教
育
を
学
ん
で
い
く
取

組
を
し
て
い
る
。

問　

い
じ
め
の
解
消
策
は
。

教
育
長　

学
校
で
は
関
係

す
る
一
人
一
人
の
児
童
生

徒
と
向
き
合
い
、
話
を
よ

く
聞
き
、
事
実
を
確
か
め
、

事
実
に
基
づ
い
て
、
ト
ラ

ブ
ル
が
な
ぜ
起
き
た
か
を

一
緒
に
考
え
、
自
分
の
し

た
行
為
が
相
手
の
心
を
ど

の
よ
う
に
傷
つ
け
た
か
が

分
か
る
よ
う
な
指
導
を
心

掛
け
て
い
る
。

問　

不
登
校
の
児
童
生
徒

の
実
情
は
。

教
育
長　

令
和
元
年
度
市

の
不
登
校
児
童
生
徒
数
は
、

小
学
生
が
26
名
、
中
学
生

62
名
で
あ
っ
た
。
平
成
30

年
度
と
比
較
し
て
小
学
生

は
４
名
減
、
中
学
生
は
20

名
増
の
状
況
で
あ
る
。

問　

不
登
校
解
消
の
対
策

と
対
応
の
必
要
性
に
つ
い

て
、
思
う
に
子
ど
も
の
将

来
が
、
生
ま
れ
育
っ
た
環

境
や
不
埒
極
ま
る
い
じ
め

に
よ
っ
て
蹉
跌
さ
れ
、
人

生
を
左
右
さ
せ
る
よ
う
な

陰
湿
な
社
会
は
許
さ
れ
な

い
。

　

子
ど
も
に
勇
気
と
希
望

を
あ
た
え
、
凛
と
し
た
子

に
育
て
る
た
め
に
も
、
不

登
校
の
解
消
策
は
最
重
点

課
題
だ
と
う
。

　

教
育
と
は
、
人
づ
く
り

で
あ
り
、
こ
れ
は
須
坂
市

民
の
共
通
の
願
い
で
あ
る

と
思
う
が
い
か
が
か
。

教
育
長　

小
学
校
に
比
べ

て
中
学
校
の
不
登
校
が
多

く
な
る
こ
と
か
ら
、
中
学

校
区
別
に
登
校
支
援
会
議

を
立
ち
上
げ
て
対
応
に
あ

た
っ
て
い
る
。　
　

　

そ
の
中
で
、
中
学
校
で

の
不
登
校
生
徒
の
状
況
を

小
学
校
で
も
丁
寧
に
把
握

し
、
小
学
校
で
何
を
す
べ

き
か
。
ま
た
中
学
校
に
何

を
伝
え
る
べ
き
か
。
中
学

校
で
は
、
個
別
支
援
を
外

部
機
関
と
連
携
し
、
家
庭

支
援
を
し
な
が
ら
不
登

校
・
不
適
応
対
応
を
進
め

て
い
る
。

コロナ禍を、人類は英知
を以て克服しないと「疑
心暗鬼」が渦巻く星にな
ってしまう

審
査
結
果

一
般
質
問

議
会
報
告

審
査
結
果

分
科
会

委
員
会

議
案
審
議
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牧　重信 議員
財政が厳しい須坂市

設計や見積りの段階から精査

事業の優先順序と見直しを

須
坂
市
の
課
題
へ
の
一
考

察問　

徴
収
不
能
引
当
金
に

つ
い
て
、
マ
イ
ナ
ス
３
３

０
０
万
円
余
の
内
容
は
。

総
務
部
長　

国
保
・
介
護
・

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会

計
に
お
い
て
、
保
険
税
や

保
険
料
の
不
能
欠
損
見
込

額
を
計
上
し
、
水
道
・
下

水
道
事
業
会
計
で
は
、
水

道
料
金
や
下
水
道
使
用
料

な
ど
回
収
不
能
見
込
額
を

計
上
し
て
い
る
。

問　

プ
ラ
イ
マ
リ
ー
バ
ラ

ン
ス
に
つ
い
て
、
市
税
増

加
の
対
応
は
。

総
務
部
長　

流
動
的
な
寄

附
金
だ
け
で
な
く
、
須
坂

長
野
東
イ
ン
タ
ー
周
辺
開

発
や
移
住
支
援
に
よ
る
人

口
増
加
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
等

に
よ
り
長
期
的
な
市
税
収

入
の
増
加
を
図
っ
て
い
く
。

問　

財
務
指
標
に
つ
い
て
、

経
常
収
支
比
率
の
悪
化
は
。

総
務
部
長　

市
税
収
入
の

増
加
を
図
る
ほ
か
、
徹
底

し
た
事
業
の
見
直
し
に
よ

る
経
常
経
費
の
削
減
や
新

た
な
財
源
の
確
保
に
努
め

て
い
く
。

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

（
持
続
可
能
な
開
発
目
標
）

問　

市
が
取
り
組
む
具
体

的
な
施
策
は
。

副
市
長　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
推

進
は
、
行
政
だ
け
で
な
く
、

市
民
や
企
業
・
活
動
団
体

の
４
者
に
よ
る
共
創
が
必

要
で
あ
り
、
企
業
に
お
い

て
は
企
業
経
営
の
指
針
と

な
る
Ｅ
Ｓ
Ｇ
の
推
進
が
、

企
業
の
成
長
・
発
展
に
つ

な
が
る
と
と
も
に
、
地
域

の
活
力
創
出
と
持
続
的
な

発
展
に
も
つ
な
が
る
と
考

え
て
い
る
。

自
治
体
業
務
シ
ス
テ
ム

問　

シ
ス
テ
ム
化
へ
の
具

体
的
な
取
り
組
み
は
。

総
務
部
長　

標
準
化
さ
れ

た
シ
ス
テ
ム
の
導
入
に
つ

い
て
検
討
し
て
い
る
。
シ

ス
テ
ム
標
準
化
以
外
で
も

定
型
事
務
の
負
担
軽
減
を

目
的
と
し
て
、
Ｒ
Ｐ
Ａ
や

Ａ
Ｉ
・
Ｏ
Ｃ
Ｒ
の
導
入
を

検
討
し
て
い
る
。

財
源
の
確
保

問　

補
助
金
の
廃
止
も
し

く
は
減
額
は
。

市
長　

近
年
の
社
会
情
勢

の
変
化
や
厳
し
い
財
政
状

況
、
公
平
・
公
正
の
観
点

か
ら
も
常
に
見
直
し
が
必

要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

意
見　

自
主
財
源
を
ど
こ

ま
で
確
保
で
き
る
の
か
が

必
要
と
さ
れ
て
い
る
。
市

税
が
伸
び
な
い
の
で
あ
れ

ば
市
税
以
外
の
財
源
の
確

保
が
必
要
で
あ
る
。

　

今
須
坂
市
は
、
ふ
る
さ

と
寄
附
金
（
ふ
る
さ
と
納

税
）
が
延
び
て
い
る
。
大

い
に
Ｐ
Ｒ
し
て
、
市
の
特

産
物
を
全
国
に
発
信
し
て

増
収
を
計
る
こ
と
も
一
手

と
考
え
る
。

財源がないので地方債
が全体で 330 億円に
なっている。大丈夫？

審
査
結
果

一
般
質
問

議
案
審
議

委
員
会

分
科
会

審
査
結
果

議
会
報
告
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石合　敬 議員

市
長
は
教
育
の
不
平
等
を
ど
う
思
う
の
か

す
べ
て
が
平
等
で
な
く
て
も
よ
い

ザ
カ
ス
札
事
業

問　

事
業
の
混
乱
を
ど
う

評
価
し
た
か
。

市
長　

広
報
の
方
法
に

多
々
反
省
す
べ
き
点
が
あ

り
お
詫
び
を
申
し
上
げ
る
。

問　

受
託
事
業
者
の
青
年

会
議
所
が
日
頃
よ
り
市
へ

協
力
し
て
い
る
事
は
十
分

理
解
し
て
い
る
が
今
回
の

話
は
別
。
こ
の
混
乱
に
対

し
て
ど
ん
な
話
を
し
た
か
。

市
長　

今
後
協
議
を
し
て

検
証
す
る
。

問　

市
民
へ
販
売
す
る
前

に
、
総
数
の
３
割
も
の
券

を
身
内
の
参
加
店
に
先
行

販
売
し
た
。
市
民
の
知
ら

ぬ
場
で
の
行
為
を
ど
う
考

え
る
か
。

市
長　

今
後
検
証
す
る
。

問　

ネ
ッ
ト
販
売
や
北
部

体
育
館
販
売
で
は
北
須
坂

駅
・
周
辺
道
路
ま
で
大
渋

滞
が
数
時
間
続
く
等
混
乱

し
た
。
大
迷
惑
を
被
っ
た

市
民
に
対
し
て
は
ど
う
か
。

市
長　

受
託
事
業
者
等
の

話
を
聞
き
報
告
す
る
。

問　

公
費
を
使
っ
た
事
業

に
も
関
わ
ら
ず
身
内
に
券

を
優
遇
す
る
な
ど
、
販
売

方
法
が
不
透
明
・
不
平
等

で
あ
っ
た
。
こ
の
結
果
を

ど
う
考
え
る
か
。

市
長　

今
後
検
証
す
る
。

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券

問　

家
族
で
大
量
に
買
え

た
家
、
全
く
買
え
な
か
っ

た
家
と
大
変
不
公
平
で
あ

っ
た
。
ど
う
考
え
る
か
。

市
長　

見
通
し
の
難
し
さ

も
あ
り
、
市
民
に
は
迷
惑

を
お
か
け
し
た
。

問　

参
加
店
に
な
る
に
は

個
人
１
万
円
、
企
業
２
万

円
で
商
工
会
議
所
の
会
員

に
な
る
必
要
が
あ
る
こ
と

を
知
っ
て
い
た
の
か
。

市
長　

後
で
聞
い
た
。

問　

コ
ロ
ナ
禍
で
困
っ
て

い
る
店
へ
の
救
済
事
業
で

あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
参

加
費
を
取
る
と
い
う
負
担

行
為
に
問
題
は
な
い
の
か
。

市
長　

様
々
な
面
か
ら
検

証
す
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

問　

感
染
に
対
し
、
市
は

十
分
な
病
床
数
が
あ
る
か
。

ま
た
感
染
者
の
受
入
れ
病

院
で
は
非
認
可
薬
の
使
用

が
可
能
か
。

健
康
福
祉
部
長　

11
月
末

現
在
、
県
の
確
保
数
は
３

５
０
床
。
う
ち
１
１
１
床

が
使
用
さ
れ
使
用
率
は
32

％
。
ア
ビ
ガ
ン
等
は
使
用

さ
れ
て
い
る
。

コ
ロ
ナ
禍
で
の
継
続
事
業

問　

コ
ロ
ナ
禍
で
国
体
も

延
期
さ
れ
る
。
望
ま
れ
ぬ

ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
誘
致
は
中

止
す
べ
き
で
は

な
い
か
。

副
市
長　

子
ど

も
た
ち
へ
の
普

及
に
努
め
て
い

く
。

問　

マ
ッ
ス
ル

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

で
の
不
平
等
な

教
育
事
業
が
、

今
回
の
商
品
券

事
業
に
も
表
れ

た
の
で
は
。

市
長　

教
育
の

機
会
は
で
き
る
時
と
で
き

な
い
時
が
あ
る
。
見
ら
れ

た
皆
さ
ん
に
と
っ
て
は
忘

れ
ら
れ
な
い
体
験
に
な
っ

た
と
思
う
。

問　

動
物
園
等
の
公
園
民

営
化
は
す
べ
き
で
は
な
い
。

副
市
長　

提
案
内
容
等
に

よ
り
検
討
し
て
い
く
。

市長は教育行政の中に
不平等が生じてもよい
と言い切った！
信じられない発言だ

市動物園は絶対に民営化してはいけない

審
査
結
果

一
般
質
問

議
会
報
告

審
査
結
果

分
科
会

委
員
会

議
案
審
議
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西澤 えみ子 議員

ブドウにとってはメリットがある

改正種苗法の影響は

問　

農
産
物
の
品
種
を
開

発
し
た
者
の
知
的
財
産
権

を
強
め
、
海
外
へ
の
不
正

な
持
ち
出
し
を
禁
ず
る
内

容
と
と
も
に
、
農
家
が
収

穫
物
か
ら
取
っ
た
種
を
次

の
栽
培
に
生
か
す
「
自
家

増
殖
」
も
、
開
発
者
の
許

諾
が
必
要
に
な
る
。
種
苗

法
改
正
案
が
12
月
２
日
成

立
し
た
が
、
須
坂
市
の
農

業
へ
の
与
え
る
影
響
は
。

産
業
振
興
部
長　

市
内
で

栽
培
さ
れ
て
い
る
米
・
麦
・

野
菜
な
ど
の
多
く
は
、
法

の
適
用
を
受
け
な
い
一
般

品
種
で
あ
り
影
響
は
な
い
。

主
力
で
あ
る
ブ
ド
ウ
は
輸

出
も
さ
れ
て
い
る
た
め
メ

リ
ッ
ト
が
あ
る
。

問　

今
ま
で
ど
お
り
、
量

販
店
で
苗
木
を
購
入
で
き

る
の
か
。

産
業
振
興
部
長　

登
録

品
種
の
苗
木
は
法
改
正
後
、

許
諾
料
が
含
ま
れ
た
価
格

で
販
売
さ
れ
る
。

問　

法
改
正
で
、
ど
ん
な

場
合
に
罰
則
対
象
と
な
る

の
か
。

産
業
振
興
部
長　

登
録
品

種
に
つ
い
て
、
育
成
者
か

ら
許
諾
な
し
に
自
家
増
殖

す
る
こ
と
や
、
育
成
者
が

指
定
す
る
国
以
外
へ
の
輸

出
、
国
内
の
指
定
地
域
以

外
で
の
栽
培
を
し
た
場
合

に
民
事
請
求
や
刑
事
罰
が

科
せ
ら
れ
る
場
合
が
あ
る
。

有
害
鳥
獣
対
策

問　

電
気
柵
監
視
シ
ス
テ

ム
導
入
の
状
況
は
。

産
業
振
興
部
長　

電
気
柵

の
電
圧
の
確
認
作
業
を
パ

ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
で
確
認
で
き
、
維
持
管

理
の
負
担
軽
減
を
図
っ
た
。

２
０
１
８
年
度
よ
り
導
入

し
現
在
ま
で
に
、
25
ル
ー

ト
、
約
41
㎞
分
に
つ
い
て

設
置
完
了
、
２
０
２
１
年

度
は
仁
礼
・
井
上
・
八
町

地
区
の
12
ル
ー
ト
、
約
10

㎞
分
に
つ
い
て
設
置
予
定
。

問　

カ
ラ
ス
対
策
と
し
て

果
樹
園
に
ス
テ
ン
レ
ス
製

防
除
ワ
イ
ヤ
ー
の
設
置
補

助
を
。

産
業
振
興
部
長　

２
０
１

８
年
度
か
ら
、
市
内
園
地

で
実
証
実
験
を
行
っ
て
い

る
が
、
引
き
続
き
ワ
イ
ヤ

ー
の
耐
久
性
や
経
済
的
で

効
果
的
な
設
置
方
法
に
つ

い
て
検
証
、
そ
の
結
果
を

踏
ま
え
検
討
す
る
。

問　

カ
ラ
ス
の
個
体
数
を

減
ら
す
対
策
は
。

産
業
振
興
部
長　

エ
サ
と

な
る
食
物
、
畑
に
残
さ
れ

る
野
菜
・
果
実
の
適
切
な

処
理
を
、
今
後
も
広
報
須

坂
等
で
周
知
し
て
い
く
。

問　

カ
ラ
ス
は
市
外
か
ら

の
侵
入
も
考
え
ら
れ
る
。

近
隣
市
町
村
と
連
携
し
広

域
で
対
策
を
。

産
業
振
興
部
長　

県
は
11

月
か
ら
、
県
内
全
域
を
対

象
と
し
て
カ
ラ
ス
の
生
態

調
査
を
始
め
て
い
る
。
調

査
結
果
を
踏
ま
え
、
県
や

近
隣
市
町
村
と
連
携
し
て

対
策
を
検
討
し
て
い
く
。

問　

農
作
物
の
盗
難
対
策

と
し
て
パ
ト
ロ
ー
ル
の
継

続
を
。

産
業
振
興
部
長　

今
後
も
、

関
係
機
関
と
連
携
し
実
施

し
て
い
く
。

須坂温泉「農家チャレ
ンジショップ施設」が
閉店。物置状態に唖
然！！

カラスのエサとなる農作物は早めに埋める処理を

審
査
結
果

一
般
質
問

議
案
審
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科
会

審
査
結
果

議
会
報
告
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( 代表質問の記事と写真は、提出者の原稿のとおり掲載しています。）

須坂子ども食堂の食料支援活動
　　（12/ ６市防災広場）

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
民
間
委
託
反
対

中
央
児
童
セ
ン
タ
ー
は
当
面
直
営

久保田 克彦 議員

民
間
企
業
へ
の
委
託
は
、

子
ど
も
の
右
手
は
親
に
引

か
れ
、
左
手
に
は
ワ
ン
コ

イ
ン
が
…
と
い
う
姿
か
？

問　

利
用
者
の
「
現
セ
ン

タ
ー
を
残
し
て
ほ
し
い
」

と
い
う
声
に
誠
実
に
応
え

る
べ
き
だ
。

教
育
次
長　

中
央
児
童
セ

ン
タ
ー
は
、
直
営
で
残
す
。

問　

シ
ル
キ
ー
１
階
の
事

業
費
は
４
億
円
余
、
３
年

間
の
運
営
費
の
補
助
も
す

る
。
指
定
管
理
料
の
ほ
か

駐
車
料
、
託
児
室
や
イ
ベ

ン
ト
も
有
料
な
ど
、
民
間

企
業
へ
の
至

れ
り
尽
く
せ

り
の
委
託
事

業
だ
。

教
育
次
長　

民
間
の
活
力

や
ノ
ウ
ハ
ウ

を
活
か
し
、

よ
り
良
い
サ

ー
ビ
ス
が
提

供
で
き
る
よ

う
に
す
る
。

問　

市
職
員

労
組
は
、
指

定
管
理
者
制

度
導
入
に
反

対
だ
。
現
セ

ン
タ
ー
は
、
15
カ
所
の
組

織
・
団
体
と
の
連
絡
網
を

築
く
な
ど
、
資
格
あ
る
職

員
が
配
置
さ
れ
、
専
門
性

の
向
上
へ
努
力
を
し
て
い

る
。
直
営
が
必
要
だ
と
訴

え
て
い
る
。

教
育
次
長　

人
員
配
置
な

ど
委
託
事
業
者
と
協
議
し
、

市
と
の
連
携
や
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
は
発
展
さ
せ
る
。

問　

民
間
企
業
へ
の
委
託

は
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
変
質

を
も
た
ら
す
危
惧
が
あ
る
。

教
育
次
長　

今
年
度
か
ら

の
児
童
ク
ラ
ブ
等
の
指
定

管
理
者
は
、
適
切
な
管
理

運
営
を
行
っ
て
い
る
。

問　

あ
る
児
童
ク
ラ
ブ
の

不
測
の
事
態
で
、
市
民
の

声
が
届
か
な
い
、
問
題
解

決
が
長
引
く
な
ど
民
間
委

託
の
リ
ス
ク
が
露
呈
し
た
。

改
め
て
指
定
管
理
者
へ
の

委
託
は
見
直
す
べ
き
だ
。

市
長　

市
だ
け(

直
営)

で
は
、
視
野
が
狭
く
な
る
。

ノ
ウ
ハ
ウ
を
生
か
し
た
民

間
委
託
が
必
要
だ
。

コ
ロ
ナ
禍
で
生
活
基
盤
の

脆
弱
な
家
庭
へ
の
支
援
を

問　

ひ
と
り
親
世
帯
臨
時

特
別
給
付
金
の
追
加
給
付

の
状
況
は
。

教
育
次
長　

給
付
対
象
世

帯
の
35
・
６
％
が
追
加
給

付
の
申
請
を
し
て
い
る
。

問　

緊
急
小
口
資
金
等
の

特
別
貸
付
の
利
用
状
況
は
。

健
康
福
祉
部
長　

の
べ
２

コロナ禍は、エッセン

シャルワークを再評価

し、その充実を目指す

ことが潮流だと教えた

２
６
件
、
６
１
５
０
万
円

余
。
収
入
の
減
少
が
８
割
。

市
の
子
ど
も
虐
待
相
談
は

１
０
２
件
（
昨
年
度
）

問　

虐
待
の
内
容
は
。

教
育
長　

虐
待
実
件
数
は

33
件
で
、
身
体
13
件
、
ネ

グ
レ
ク
ト
11
件
な
ど
。

問　

要
保
護
対
策
地
域
協

議
会
の
管
理
世
帯
数
は
。

教
育
次
長　

57
世
帯

問　

虐
待
の
早
期
発
見
・

予
防
の
取
り
組
み
方
向
は
。

教
育
長　

０
歳
か
ら
18
歳

ま
で
切
れ
目
の
な
い
支
援

の
指
針
が
必
要
に
な
る
。

問　

家
庭
の
貧
困
リ
ス
ク

と
虐
待
の
関
係
に
注
視
を
。

教
育
長　

経
済
的
理
由
が

原
因
と
な
ら
な
い
よ
う
に

十
分
配
慮
し
て
い
く
。

審
査
結
果

一
般
質
問

議
会
報
告

審
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委
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塩﨑 貞夫 議員

流域自治体と県で河川管理者に提言
千曲川土のう嵩上げ部分の恒久化を

問　

北
相
之
島
地
区
の
千

曲
川
右
岸
の
土
の
う
嵩
上

げ
部
分
は
、
早
急
に
恒
久

化
す
べ
き
だ
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長　

県
と
流
域
自
治
体
で
あ
る

長
野
市
・
須
坂
市
・
小
布

施
町
・
中
野
市
で
管
理
者

の
千
曲
川
河
川
事
務
所
に

提
言
し
て
い
く
。

問　

屋
島
橋
上
流
右
岸
は

完
成
堤
防
と
な
っ
て
い
な

い
。
堤
防
強
化
は
早
急
に

進
め
る
べ
き
だ
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長　

福
島
地
区
の
堤
防
改
修
事

業
と
一
体
の
事
業
と
し
て
、

地
元
の
綿
内
地
区
と
河
川

管
理
者
が
設
計
協
議
を
行

っ
て
い
る
と
聞
く
。
井
上

地
区
全
体
及
び
若
穂
・
綿

内
地
区
の
問
題
と
し
て
、

国
に
要
望
し
、
早
期
完
成

を
目
指
す
。

問　

砂
防
ダ
ム
等
の
堰
堤

築
造
計
画
は
進
ん
で
い
る

か
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長　

須
坂
建
設
事
務
所
に
お
い

て
、
４
地
区
で
進
め
て
い

る
。
福
沢
地
区
２
基
、
前

山
沢
地
区
２
基
は
今
年
度

中
に
完
成
の
予
定
。
坂
田

地
区
２
基
、
大
谷
沢
地
区

１
基
は
来
年
度
及
び
再
来

年
度
か
ら
着
手
す
る
予
定
。

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
移

設問　

シ
ル
キ
ー
１
階
の
民

間
施
設
で
、
運
営
は
指
定

管
理
委
託
と
す
る
理
由
は
。

副
市
長　

民
間
の
施
設
は

民
間
で
活
用
す
る
こ
と
が

原
則
。
活
用
方
法
に
よ
っ

て
は
、
市
と
し
て
支
援
し

て
い
く
こ
と
で
メ
リ
ッ
ト

が
あ
る
と
考
え
た
。
民
間

の
自
由
な
発
想
と
ノ
ウ
ハ

ウ
に
期
待
し
て
い
る
。

問　

支
援
セ
ン
タ
ー
関
連

施
設
以
外
の
用
途
に
使
用

す
る
場
所
も
あ
る
と
思
う

が
、
指
定
管
理
委
託
と
す

る
の
か
。

副
市
長　

１
階
全
体
を
市

の
施
設
と
し
て
賃
貸
借
契

約
を
し
、
一
体
的
に
指
定

管
理
委
託
と
す
る
。

Ｉ
Ｃ
周
辺
の
市
道
整
備

問　

市
道
拡
幅
に
伴
う
盛

り
土
事
業
は
、
旧
屋
代
線

の
線
路
敷
土
盛
り
も
活
用

さ
れ
た
い
。
ま
た
、
既
存

集
落
内
へ
の
車
両
流
入
対

策
も
図
ら
れ
た
い
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長　

線
路
敷
の
土
盛
り
部
分
の

活
用
を
し
た
い
と
思
っ
て

い
る
。
ま
た
、
既
存
集
落

へ
の
車
の
流
入
は
、
危
険

性
を
考
慮
し
、
警
察
署
等

と
相
談
し
て
対
策
を
考
え

た
い
。

町
中
の
重
伝
建
選
定

問　

選
定
さ
れ
る
こ
と
で

ど
う
変
わ
る
の
か
。
ま
た
、

選
定
後
も
市
と
し
て
関
わ

り
続
け
る
の
か
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長　

説
明
会
を
通
じ
地
区
の
皆

さ
ん
の
意
識
高
揚
を
図
り
、

歴
史
的
遺
産
と
し
て
、
保

存
活
用
し
交
流
人
口
の
増

加
を
期
待
す
る
。
ま
た
、

持
続
可
能
な
保
存
活
用
計

画
の
も
と
、
市
と
し
て
更

な
る
価
値
の
向
上
を
図
り
、

文
化
財
を
保
存
し
な
が
ら
、

住
み
や
す
い
環
境
を
整
え

て
い
く
。

国民の生命・財産を守る
ことは国の責務。大きな
声を上げ続けたい 鮎川左岸堤防補強工事で鋼矢板の打ち込み

審
査
結
果

一
般
質
問

議
案
審
議

委
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会

分
科
会

審
査
結
果
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■■■■■■ １２月定例会の議決結果 ■■■■■■

番　　号 件　　　　　　　　名
議案第 71号 第六次須坂市総合計画の基本構想

議案第 72号
令和元年台風第 19号災害復旧工事日滝原土地改良
区第一揚水機場災害復旧工事請負変更契約の締結 
変更前　1億 9,800 万円
変更後　1億 6,107 万 3千円

議案第 73号 旧小田切家住宅の指定管理者の指定
（一財）須坂市文化振興事業団

議案第 74号 老人デイサービスセンターすえひろの指定管理者の指定
（社福）須坂市社会福祉協議会

議案第 75号 老人福祉センターくつろぎ荘の指定管理者の指定
（社福）須坂市社会福祉協議会

議案第 76号 屋内ゲートボール場ふれあいの指定管理者の指定
須坂市シニアクラブ連合会

議案第 77号 須坂ひだまり作業所の指定管理者の指定
（社福）夢工房福祉会

議案第 78号 ぶどうの家の指定管理者の指定
（社福）須坂市社会福祉協議会

議案第 79号 福島人権ふれあいセンターの指定管理者の指定
部落解放同盟須坂市協議会

議案第 80号 二睦学習センターの指定管理者の指定
部落解放同盟須坂市協議会

議案第 81号 シルキーホールの指定管理者の指定
須坂市観光協会

議案第 82号 福祉会館の指定管理者の指定
（公社）須高広域シルバー人材センター

議案第 83号 福祉ボランティアセンターの指定管理者の指定
（社福）須坂市社会福祉協議会

議案第 84号 第１勤労者研修センターの指定管理者の指定
連合長野高水地域協議会須高地区連合会

議案第 85号 塩野ふれあい広場の指定管理者の指定
塩野町区

議案第 86号 米子農村公園の指定管理者の指定　米子区

議案第 87号 豊丘活性化施設の指定管理者の指定
豊丘地域活性化連絡協議会

議案第 88号 そのさと有機センターの指定管理者の指定
ながの農業協同組合

議案第 89号
笠鉾会館ドリームホールの指定管理者の指定に係る変更
変更前　平成 31年４月１日から令和６年３月 31日まで
変更後　平成 31年４月１日から令和３年３月 31日まで

議案第 90号 市道の変更　市道２路線の区域等を変更

議案第 91号
美術館等文化施設条例の一部改正
観覧無料の対象者を中学生以下である者から高校生以下及び
18歳未満である者に対象を拡大する

議案第 92号
旧上高井郡役所条例の一部改正
市民交流室２を須坂市文書館の事務室等とすることに伴い、
同室を施設の区分から削る

議案第 93号
旧小田切家住宅条例の一部改正
観覧無料の対象者を中学生以下である者から高校生以下及び
18歳未満である者に対象を拡大する

議案第 94号
体育施設条例の一部改正
勤労青少年体育センターの電灯使用料を改める。体育施設の
備品に移動式冷暖房機を追加

議案第 95号
特別職の職員等の給与に関する条例の一部改正
市長の給料月額を、令和３年１月１日から同年１月 31日ま
での間、現在の減額措置により算出した額から、更にその額
に 100 分の 10を乗じて得た額を減じた額とする

番　　号 件　　　　　　　　名

議案第 96号
職員の特殊勤務手当に関する条例の一部改正
新型コロナウイルス感染症により生じた事態に対処するた
め、例外として管理職員に対しても支給対象とする

議案第 97号 学校給食センターの設置及び管理に関する条例
の一部改正　学校給食センターの位置を改める

議案第 99号
放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関す
る基準を定める条例の一部改正
放課後児童支援員認定資格研修の実施者に、中核市の長を加える

議案第 100号 須坂市商工業振興条例の一部改正
商工業の振興措置の対象となる事業等を拡大する

議案第 101号
市営駐車場条例の一部改正
笠鉾会館ドリームホール観覧のための市営駐車場利用者につ
いて 120分以内無料とする

議案第 102号
地域経済牽引事業の促進による地域の成長発展
の基盤強化のための固定資産税の課税免除に関
する条例の一部改正
引用する省令の名称を改める

議案第 103号
火災予防条例の一部改正
火気設備等の位置、構造及び管理、火気器具等の取扱いに関
する条例の省令の改正に伴うもの

議案第 104号 生活支援金貸付基金条例の一部改正
利息の割合を法定利率に改める

議案第 105号
市営住宅等に関する条例の一部改正
住宅に困窮する者に対して、市長が特に認める場合は、市税
の滞納条件を緩和する。住居入居の手続について、市長が特
に認める場合は、連帯保証人を必要としない等

議案第 106号
市税以外の諸収入金に対する手数料及び延滞金
徴収条例の一部改正
延滞金の割合の特例について規定を改める

議案第 107号 後期高齢者医療に関する条例の一部改正
延滞金の割合の特例について規定を改める

議案第 108号 介護保険条例の一部改正
延滞金の割合の特例について規定を改める

議案第 109号 公共下水道事業受益者負担に関する条例の一部改正
延滞金の割合の特例について規定を改める

議案第 111号 2020年度国民健康保険特別会計補正予算第３号
2,736万8千円増（前年度保険給付費確定による償還金増額等）

議案第 112号 2020 年度介護保険特別会計補正予算第２号
988万円増（介護報酬改定に伴うシステム改修、積立金増額）

議案第 113号 2020年度後期高齢者医療特別会計補正予算第２号
25万 9千円増　(保険料等還付金増額）

議案第 114号
2020 年度水道事業会計補正予算第２号
消火栓維持管理負担金の確定
(収益的収入 1,006 千円、資本的収入　997千円 )

議案第 115号 一般職の職員の給与に関する条例等の一部改正
期末手当の支給割合を改める

議案第 116号 2020 年度一般会計補正予算第 11号
2,282 万円増（「ひとり親世帯臨時特別給付金」再支給）

意見書第９号 安全・安心の医療・介護の実現と国民のいのち
と健康を守るための意見書

意見書第 11号 災害からの復旧・復興及び国土強靭化等に向け
た社会資本整備の促進を求める意見書

全会一致による可決案件
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議

動

会

き

の

広域連合議会等報告
　

連
合
議
会
定
例
会
が
開
か
れ
、決
算
等
認
定
・
議
決
さ
れ
た
。

当
市
の
関
係
の
主
な
も
の

・
特
養
須
坂
荘
に
つ
い
て
社
会
福
祉
法
人
グ
リ
ー
ン
ア
ル
ム

と
「
移
管
に
関
す
る
協
定
書
」
を
取
り
交
わ
し
た
。

・
須
坂
市
の
最
終
処
分
場
（
愛
称
エ
コ
パ
ー
ク
須
坂
）
の
運

営
事
業
者
は
ト
ー
ヨ
ー
ク
リ
エ
イ
ト
㈱
を
代
表
企
業
に

決
定
。（
構
成
企
業
飯
山
陸
送
㈱
）
提
案
価
格
は
３
億
７

２
０
０
万
円
。

　

ま
た
、
初
め
て
の
一
般
質
問
が
試
行
さ
れ
、
次
の
事
項

に
つ
い
て
質
し
た
。

・
策
定
中
の
広
域
計
画
の
中
で
、
時
代
が
求
め
て
い
る
新
た

な
広
域
化
の
考
え
は
。

・
最
終
処
分
場
と
ご
み
の
減
量
化
に
つ
い
て
。

・
な
が
の
環
境
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
ン
タ
ー
へ
の
搬
入
に
つ
い
て

等

　

提
出
さ
れ
た
決
算
認
定
や
補
正
予
算
案
、
人
事
案
件
な

ど
４
件
を
原
案
の
と
お
り
議
決
し
た
。

　

２
０
１
９
年
度
決
算
認
定
で
は
、
歳
入
２
億
３
９
１
３

万
３
９
５
円
、
歳
出
２
億
２
８
３
１
万
８
５
１
８
円
、
差

引
残
額
１
０
８
１
万
１
８
７
７
円
が
翌
年
度
繰
越
金
と
な

っ
た
。
歳
出
決
算
額
は
ほ
ぼ
前
年
度
並
み
。

　

２
０
２
０
年
度
補
正
予
算
の
総
額
は
４
２
６
万
３
千
円

の
減
額
。

歳
入

・
組
織
市
町
村
負
担
金
の
減
額

・
総
合
プ
ー
ル
使
用
料
の
減
額
（
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
予
防
対
策
に
よ
る
）

歳
出

・
須
高
休
日
診
療
事
業
負
担
金
の
増
額

・
サ
マ
ー
ラ
ン
ド
開
場
期
間
短
縮
に
伴
う
指
定
管
理
料
の

減
額
等

　

ま
た
、
議
会
選
出
監
査
委
員
は
、
長
野
市
議
会
議
員
の

北
澤
哲
也
氏
が
選
出
さ
れ
た
。

長
野
広
域
連
合
議
会
定
例
会

11
月
16
日

須
高
行
政
事
務
組
合
議
会

10
月
22
日

第 164号　令和 3年 2 月 1 日25

講師
寺島渉氏

浸水でダクトが破損していた「ク
リーンピア千曲」地下施設を視察

ダ

市有林間伐実施場所を視察

賛否が分かれた案件
会　派　　
議員名　　

　　議案等名

議決
結果

新風共創会 輝奏会 共産 無所
属ク 自民・公明クラブ 貴和会

宮
本　

泰
也

荒
井　
　

敏

西
澤
え
み
子

石
合　
　

敬

塩
﨑　

貞
夫

岡
田　

宗
之

浅
井　

洋
子

中
島　

義
浩

宮
坂　

成
一

竹
内　
　

勉

久
保
田
克
彦

佐
藤
壽
三
郎

堀
内　

章
一

牧　
　

重
信

荒
井　

一
彦

古
家　

敏
男

霜
田　
　

剛

水
越　

正
和

酒
井　

和
裕

議案
第 98号

市立博物館条例の一部改正
　笠鉾会館ドリームホール
を須坂市立博物館の分館と
する。観覧無料の対象者高
校生以下及び 18歳未満で
ある者に対象を拡大する等

福祉環境委員会委員長報告（全会
一致による修正可決）に対して
※笠鉾会館観覧料を減額修正

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ○ ○

修正部分を除く
原案 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案
第 110号

2020年度一般会計補
正予算第10号
　9億7,529 万 8千円増（ふるさ
と応援寄付金を 10億円と見込み関
連経費を増額する。市庁舎空調設
備の年度内着工のため工事費等）

商工業振興事業及びわざわ
ざ店等開設支援事業補助金
に関する減額修正案

可決 ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ － ○ ○ ○ ● ● ● ● △ ○ ○

修正部分を除く
原案 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

請願
第３号

「敵基地攻撃能力」の保有に反対し平和外交の
推進をもとめる請願 不採択 ○ ○ ● ○ ● ● ● － ○ ○ ○ ○ ● ● ● ● ● ●

意見書
第 10号

「敵基地攻撃能力」の保有に反対し平和外交の
推進を求める意見書 否決 ○ ○ ● ○ ● ● ● － ○ ○ ○ ○ ● ● ● ● ● ●

☆ ○は賛成  ●は反対  △は退席  空欄は欠席　　☆ 議長 中島 義浩 は可否同数以外は採決に加わらない　　☆ 会派名の略称：無所属ク→無所属クラブ  共産→日本共産党
新会派の結成（令和2年12月14日）
・会 派 名　 貴和会（たかわかい）
・所属議員　 水越　正和（代表者・経理責任者）
　　　　　　 酒井　和裕

また、同日付けで新たに委員に指名された。　
・水越　正和 議員…市議会広報特別委員　
・霜田　剛 議員…議会運営委委員・市議会議員選挙の課題等検討特別委員

会派の変更（令和2年12月14日）
・会 派 名　（旧）輝創会　 　（新）輝奏会
・会 派 名　（旧）新政会　 　（新）自民・公明クラブ

須
坂
市
議
会議

員
研
修
会

期
日
：
11
月
9
日　
　
　

場
所
：
ク
リ
ー
ン
ピ
ア
千
曲

　
　
　

市
役
所
第
４
委
員
会
室

　

令
和
元
年
台
風
19
号
に

よ
り
甚
大
な
被
害
の
あ
っ

た
「
ク
リ
ー
ン
ピ
ア
千
曲
」

の
施
設
・
設
備
の
復
旧
状

況
を
視
察
し
た
。

　

そ
の
後
、
元
飯
綱
町

議
会
議
長
の
寺
島
渉
氏
に

「
議
会
力
・
議
員
力
の
発

揮
へ
〜
地
方
議
会
改
革
を

実
践
す
る
〜
」
と
題
し
て

講
演
い
た
だ
い
た
。

　

議
員
・
議
長
在
職
中
の

実
践
や
他
市
町
村
の
実
例

等
を
交
え
、「
議
員
の
な

り
手
不
足
」「
議
会
改
革

の
取
組
」
等
に
つ
い
て
お

話
し
が
あ
っ
た
。

林
活
議
連
研
修
会

期
日
：
11
月
5
日　
　
　
　

　

全
議
員
で
構
成
さ
れ
る

森
林
・
林
業
・
林
産
業
活

性
化
促
進
議
員
連
盟
研
修

会
を
開
催
し
た
。

　

須
坂
市
市
有
林
間
伐
事

業
実
施
箇
所
（
高
山
村
大

字
牧
字
湯
沢
滝
沢
）
を
視

察
し
た
。
長
野
森
林
組
合

担
当
者
等
か
ら
、

・
平
成
20
年
前
後
に
も
間

伐
事
業
を
実
施
し
、
現

在
は
列
状
間
伐
２
残
１

伐
に
な
っ
て
い
る
。

・
高
性
能
林
業
機
械
３
台

を
使
用
し
、
作
業
員
２

名
体
制
で
あ
る
こ
と

・
木
１
本
あ
た
り
の
原
価

は
８
千
円
程
度
で
あ
る

等
の
説
明
を
受
け
た
。

議
会
報
告

一
般
質
問

議
案
審
議

分
科
会

審
査
結
果

委
員
会



市 民市 民のの声声 １月末までの「須坂市プレミアム付商品券」
「ズバリ！プレミアム付商品券事業について思うことは？」

多くの意見が
寄せられた

令和 3年 2 月 1 日　第 164号 26

2 月 22日 月 本会議 10:00 開会
議案上程・提案説明・議案質疑等

3月　2日 火

本会議 9:30

代表質問

3日 水

一般質問4日 木

5日 金

8日 月

委員会 9:00

総務文教分科会・委員会
9日 火

10日 水
福祉環境分科会・委員会

11日 木

12日 金
経済建設分科会・委員会

15日 月

17日 水 委員会 14:00 予算決算特別委員会

19日 金 本会議 14:00 委員長報告・質疑・討論・採決
閉会

編

集

後

記

編

集

後

記

　

市
民
の
皆
さ
ま
に
お
か

れ
ま
し
て
は
、
コ
ロ
ナ
禍

の
中
で
新
た
な
生
活
様
式

に
戸
惑
い
と
厳
し
い
日
々

を
送
ら
れ
て
い
る
と
思
い

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
時
こ

そ
新
た
な
価
値
観
の
創
造

が
求
め
ら
れ
、
議
会
も
積

極
的
な
提
言
を
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
感

じ
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
市
議
選
後
、
設

置
さ
れ
た
市
議
会
広
報
特

別
委
員
会
は
、
２
年
任
期

が
過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
ま

す
。
議
会
の
動
き
を
皆
さ

ま
に
わ
か
り
や
す
く
、
市

民
の
声
に
寄
り
添
っ
た
編

集
に
努
め
て
ま
い
り
ま
し

た
。

　

２
年
間
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。　

（
宮
本
）

市
議
会
広
報
特
別
委
員
会

委
員
長　
　

宮
本　

泰
也

副
委
員
長　
　

牧　
　

重
信

委　
　

員　
　

荒
井　
　

敏

　
　
　
　
　
　

古
家　

敏
男

　
　
　
　
　
　

水
越　

正
和

　
　
　
　
　
　

久
保
田
克
彦

　
　
　
　
　
　

岡
田　

宗
之

   　
　
　
　
　

浅
井　

洋
子

文芸協のご協力で議場が華やかに

一般質問通告要旨は２月25日以降、地域公民館等にあります。      
※上記日程は都合により変更する場合があります。 

新型コロナウイルス感染拡大防止のため、傍聴される方は備え付けのアル
コール消毒液での手指の消毒・マスクの着用にご協力をお願いいたします。

月　 日 曜 種 別 開議時刻 摘 要

　12月３日に再抽選にて当たった旨のハガキが届きました。
多くの人が当たるのであれば１冊（５千円）は有利なのかと申し込みましたが、残念なが
ら抽選に“もれ”ました。しかしうれしいことに再抽選で当たり、仲間と一緒に利用する
予定です。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  [東横町　H・Mさん]

　胸を膨らませ、やや遅くなったがハガキを購入し申し込みました。市が中心となって行
う事業なので、確実に当選すると思いましたが残念な結果でした。
今回は応募が多く人気があり、結果的に「想定外」とのことですよね。公平公正を考えると、
早いもの順であったのは残念です。
今後このような券を発行するのであればぜひ再考いただきたい。　 [北横町　T・Kさん]

　幸運にも抽選で当たりうれしかった。地域が元気になればとの思いで 10冊購入しまし
た。しかし応募数を知ってから、使用する時レジでキョロキョロしました。当たったのに
何か申し訳ないように感じたからです。「ハズレ」の方があまりにも多く…。
行政として、商工会議所として、しっかり事業の検証をしていただきたい。

[南横町　N・Nさん]

会期日程（案）３月定例会令和３年

須
坂
市
議
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
http://w

w
w
.city.suzaka.nagano.jp/

議
会
E-m
ail　

s-gikaijim
ukyoku@

city.suzaka.nagano.jp
印
刷
　
共
和
紙
器
印
刷
株
式
会
社

印
刷
部
数
　
19350

部
（
印
刷
経
費
１
部
あ
た
り
約
40
円
）

こ
の
印
刷
物
は
環
境
に
配
慮
し
て
、
再
生
紙
、
大
豆
油
イ
ン
ク
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

無
断
転
用
禁
止

電
話
 026-245-1400

〒
382-8511

長
野
県
須
坂
市
大
字
須
坂
1528

－
1

（
議
会
事
務
局
専
用
 026-248-9014）

■■■ 令和 2 年 12 月定例会本会議をインターネットで録画配信中　ご覧ください ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ ▶ 

須坂市議会事務局

「こんにちは須坂市議会です」への

ご意見・ご感想は下記へ

E-mail：s-gikaijimukyoku@city.suzaka.nagano.jp

須
坂
市
議
会
Ｈ
Ｐ

電話：026-248-9014
FAX：026-248-3365

録
画
中
継
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